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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

本市では「子ども・子育て支援法」に基づき、全ての子どもや子育て家庭が健やかに成

長することができる社会の実現を目指して、令和２年３月に「第２期飯田市子ども・子育

て支援事業計画」を策定し、様々な子育て支援事業に取り組んでいます。 

令和７年からの第３期（令和７～11年度）計画を策定するにあたり、必要な情報を得る

ため、子育て家庭のニーズの動向分析等を行い、本市の現状と今後の子ども・子育て支援

における課題の整理を目的としたアンケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、各調査の件数及び調査期間、方法は、以下のと

おりです。 

■ 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査 【就学前児童保護者用】」 

 調査対象者 飯田市に居住する就学前児童の保護者から無作為抽出 

 調査票配布数 2,000人 

 調査期間 令和６年３月12日～令和６年３月2５日 

 調査方法 郵送配布後、郵送回収又はWeb回答 

②調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査 【小学生保護者用】」 

 調査対象者 飯田市に居住する小学生の保護者から無作為抽出 

 調査票配布数 2,000人 

 調査期間 令和６年３月12日～令和６年３月2５日 

 調査方法 郵送配布後、郵送回収又はWeb回答 

３ 調査票の配布と回収状況 

調査によるそれぞれの配布、回収状況は、以下のとおりです。 

■ 調査票の配布、回収状況 

調査対象者 配布数(人)  回収数(人)  回収率(％)  

就学前児童の保護者 2,000 695 34.8 

小学生の保護者 2,000 742 37.1 
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20.0 

20.0 
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20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=***

小学生

n=***

○○地区 ○○地区 ○○地区 ○○地区 ○○地区

４ 報告書の見方について 

（１）年齢の定義 

就学前児童の年齢は、アンケート調査において誕生日の年月を回答しているため、下表

による年齢区分により集計を行いました。 

年齢区分 該当する生年月 １号認定の年齢区分 
２号３号認定の 

年齢区分 

０歳児 2023年４月以降 ０歳児組 ０歳児組 

１歳児 2022年４月～2023年３月 ０歳児組 ０歳児組 

２歳児 2021年４月～2022年３月 １歳児組 １歳児組 

３歳児 2020年４月～2021年３月 
２歳児組 
３歳になった翌月
から年少組 

２歳児組 

４歳児 2019年４月～2020年３月 年小組 年小組 

５歳児 2018年４月～2019年３月 年中組 年中組 

６歳児 2017年４月～2018年３月 年長組 年長組 

（注）調査期間【2023年度】における年齢区分 

 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計し

ても100％に合致しない場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数とした

割合を示しています。 

また、複数回答が可能な設問では、各項目の割合の合計が100％を超える場合があります。 

 

（３）グラフの見方について 

 

 

問1[問1]  居住地区 

 

 

 

 

 

 

  

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 

調査票「小学生の保護者」
の設問番号です。 
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17.4 

2.0 

0.6 

1.9 
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5.9 

2.0 

0.9 

3.3 

16.1 

13.5 

14.1 

0.3 

0.3 

0.4 

0% 10% 20% 30%

橋北

橋南

羽場

丸山

東野

座光寺

松尾

下久堅

上久堅

千代

龍江

竜丘

川路

三穂

山本

伊賀良

鼎

上郷

上村

南信濃

無回答

就学前児童

n=695

2.3 

2.6 

4.0 

2.0 

2.0 

4.2 

15.0 

3.0 

0.5 

1.8 

1.9 

6.5 

2.3 

1.8 

5.1 

15.6 

14.2 

14.0 

0.3 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30%

橋北

橋南

羽場

丸山

東野

座光寺

松尾

下久堅

上久堅

千代

龍江

竜丘

川路

三穂

山本

伊賀良

鼎

上郷

上村

南信濃

無回答

小学生

n=742

５ 調査対象者の属性、家族状況 

（１）居住地域の状況 

○回答者が居住する地区は、以下のとおりです。 

問1[問1]  居住地区 
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０歳

20.3%

１歳

18.7%

２歳

14.0%

�*��
12.1%

４歳

12.8%

５歳

10.2%

�-��
10.9%

無回答

1.0%

就学前児童

n=695

１人

37.4%

２人

39.4%

３人

18.1%
４人以上

4.9%

無回答

0.1%

就学前児童

n=695

４人

67.6%

５人以上

14.7%

無回答

17.6%

就学前児童

n=34

１年生

17.7%

２年生

16.7%

３年生

17.5%

�+�©� 
16.2%

５年生

15.5%

６年生

15.9%

無回答

0.5%

小学生

n=742

１人

21.6%

２人

47.4%

３人

24.1%
４人以上

6.7%

無回答

0.1%

小学生

n=742

４人

70.0%

５人以上

10.0%

無回答

20.0%

小学生

n=50

（２）就学前児童の属性 

○回答された695人の就学前児童の属性は、以下のとおりです。 

 問2 年齢 問3 子どもの人数 問3 ４人以上の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）小学生の属性 

○回答された742人の小学生の属性は、以下のとおりです。 

 [ 問2]  学年 [ 問3]  子どもの人数 [ 問3]  ４人以上の内訳 
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5.6 51.1 42.3 1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

理想より多い 理想より少ない 理想と実際と同じ

（変わらない）

無回答

１人

0.8%

２人

36.8%

３人

43.9%

４人

3.3%

５人以上

0.8%
無回答

14.5%

就学前児童

n=394

28.5 

5.6 

55.2 

42.3 

24.5 

23.4 

7.0 

7.6 

10.7 

5.6 

3.9 

1.7 

0.0 

9.9 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

これから出産を予定

しているから

その子について手を

かけられるから

子育てや教育にかかる

費用が大きい

仕事と子育ての両立が難しい

身体的・精神的な負担が大きい

高年齢や健康などの問題で

出産が難しい

住居が狭い

子育てを手助けしてくれる人が

近くにいない

社会情勢や環境問題など

不安がある

保育園、認定こども園などの

保育サービスが十分でない

子どもを生み育てるための

家庭環境がよくない

子育てよりも自分たちの生活を

優先したい

子どもがあまり好きではない

その他

無回答

就学前児童

n=355

（４）理想の子どもの数について 

○理想の子どもの数と実際の子どもの数との違いについてみると、「理想より少ない」

（51.1％）が最も高く、次いで「理想と実際と同じ」（42.3％）となっています。 

○理想の子どもの人数についてみると、「３人」（43.9％）が最も高く、次いで「２人」

（36.8％）となっています。 

○理想より子どもの人数が少ない理由についてみると、「子育てや教育にかかる費用が

大きい」（55.2％）が最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しい」（42.3％）と

なっています。 

問3- 1 理想の子どもの数と実際の子どもの数（就学前児童） 

 

 

 

 

 

 

問3- 2 理想の子どもの人数（就学前児童）  問3- 3 （理想より少ない）理由（就学前児童） 
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母親

87.5%

父親

11.9%

その他

0.1%

無回答

0.4%

就学前児童

n=695

配偶者がいる

95.4%

配偶者は

いない

4.3%

無回答

0.3%

就学前児童

n=695

母親

82.1%

父親

17.9%

その他

0.0% 無回答

0.0%

小学生

n=742

配偶者がいる

86.9%

配偶者は

いない

12.7%

無回答

0.4%

小学生

n742

（５）調査回答者の状況と配偶者の有無 

○この調査の回答者は、以下のとおりです。 

 問4 調査回答者（就学前児童） 問5 配偶者の有無（就学前児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [ 問4]  調査回答者（小学生） [ 問5]  配偶者の有無（小学生） 
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６ 調査結果からみた課題等 

分析を通して考察と課題抽出等を行いました。 

��	��(  �î�W�£�Í
C�•�\�¾�Á�Ÿ�y�b�A�5�Œ�”�d�q�›	Ä
i� �y�À�ñ�f�Ä�¤  
�v	7�”�î�•�>	u�Ž�À�•�b
Z	z� �• 3.4 ���Ï���ó�Ã	�  
�d�q�›�Ç�Ž�À
‘�œ
�
ô� �°�N�œ�‚�À�°�Ú�Š�P�‹�•�y�Ÿ�y�ñ�f�Ä�¤  
�ð	z�v�‹�T�œ 5.0�²�b
Z	z� �œ 12.3�²  

子育てに関する親族、知人等協力者の状況は、就学前児童の保護者、小学生の保護者

いずれも、多くの方が日常的、または緊急時、用事の際に祖父母等の親族に子どもをみ

てもらえると回答しており、大半の保護者は協力を得られる状況です。 

しかし、前回調査（H30）と比較すると、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」

と回答した割合は、就学前児童の保護者では7.5ポイント、小学生の保護者では4.0ポイ

ント減少、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえると回答した割

合は、就学前児童の保護者では5.1ポイント増加し、小学生の保護者では3.5ポイント減

少しています。 

一方で、協力者が「いずれもいない」と回答した、孤立した子育て環境にいる方は就

学前児童の保護者で9.1％、小学生の保護者で12.4％となっており、前回調査と比較する

と、小学生が3.4ポイント増加しています。【問9、[ 問7]】 

子育てをする上で気軽に相談できる相手（先）が、「いる／ある」と回答した方は、就

学前児童の保護者で 91.8％、小学生の保護者で 83.7％となっており、気軽に相談できる

先として「祖父母等の親族」、「友人や知人」が上位を占め、その多くは身近な人達とな

っています。 

一方で、気軽に相談できる相手（先）が「いない／ない」と回答した方は、就学前児

童の保護者で5.0％、小学生の保護者で12.3％となっています。 

【問10・問10- 1、[問8・問8-1]】 

協力者が「いずれもいない」と回答した方が、気軽に相談できる相手（先）が「いな

い／ない」と回答している割合は、就学前児童の保護者では12.7％、小学生の保護者で

は40.2％となっています。【問9×問10、[問7×問8]】 

以上の結果から、小学生保護者の孤立割合が高いことが分かりました。孤立した子育

て環境にいる保護者に対してどのような子育て支援が必要とされ、有効であるかの把握

が課題となっています。さらに、相談することができる公的な機関の充実や教育・保育

施設等との連携、活動内容の周知、アクセスしやすく気軽に相談できる体制づくりなど、

様々なニーズに即した新たな支援施策についても検討する必要があります。 

また、最大の協力先である祖父母等親族に日常的に見てもらえる割合が減ってきてい

ることから、子育て支援の主体をどのように多様化していくか研究する必要があります。 
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��	� �)  ��
Ð�£�ð�•�4�Š�q
7�7�Ç	Þ�µ�‹�¤�ð	z�v�‹�T�œ 79.7�²�b
Z	z� �œ 90.2�²  

母親の就労状況（産休・育休・介護休業中含む）をみると、就学前児童の保護者が79.7％、

小学生の保護者が90.2％となり、そのうち産休、育休、介護休業中の方は、就学前児童

の保護者で23.6％、小学生で0.6％となっています。 

母親の就労状況を前回調査と比較すると、就学前児童の保護者が4.5ポイント、小学生

の保護者が4.0ポイント増加しています。【問12、[ 問10] 】 

今後、少子化の進行と働く母親のさらなる増加について注視し、必要な保育供給量を

見極めるとともに、就労実態に即した事業体制を整える必要があります。 

 

��	� �*  �©
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平日の定期的な教育・保育事業の利用状況を年齢別にみると、５歳から６歳の100％、

４歳の97.8％が認定こども園又は保育所を利用しています。また、３歳の76.2％、２歳

の75.3％が、すでに保育所を利用しています。また、１歳の31.5％、０歳の13.5％が定

期的な保育事業を利用しています。【問2×問14】 

利用していない理由として、０歳～２歳では「子どもがまだ小さいため□歳くらいに

なったら利用しようと考えている」の割合が最も高く、２歳～３歳では「利用したいが、

保育・教育の事業に空きがない」、「利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない」

と回答した割合が一定数います。【問2×問14- 5】 

前回調査と比較すると「利用する必要がない」が12.3ポイント、「子どもの祖父母や親

戚がみている」が5.0ポイント減少し、「（利用したいが）保育・教育の事業に空きがない」

が2.3ポイント増加しています。【問14- 5】 

利用していない理由は子どもの年齢によって変化がみられます。国の制度改正によっ

て令和元年10月より４歳～６歳(年少組以上)の保育料は無償化されましたが、年少組未

満の保育料は有料です。 

しかし、飯田市では女性就労率の上昇などを背景に、２歳～３歳の75％超が、未満児

保育を利用している点が特徴的です。今後、未満児保育・乳児保育について「希望する

が利用できない」とするニーズへ対応する体制について検討する必要があります。 
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保育園を選ぶときの基準として「母親の職場（職場が自宅の場合は自宅）に近いこと」

「親の職場や近所の子に関わらず、地元小学校の通学区内に通わせたい」の割合が高く

なっています。【問15- 4】 

年齢別にみると、２歳～６歳の保護者では、「親の職場や近所の子に関わらず地元小学

校の通学区内に通わせたい」との回答が最も多くなっています。一方、０歳～２歳の保

護者では、４割以上が「母親の職場（職場が自宅の場合は自宅）に近いこと」と、１割

以上が「父親の職場（職場が自宅の場合は自宅）に近いこと」と回答しています。特に

「父親の職場に近いこと」の回答は、前回に比べ4.4ポイント上昇しています。 

また、０歳～４歳の保護者では、「園舎の設備や衛生面」、「外遊びをしっかりさせるこ

と」、「自然体験をさせてくれること」、「親の不安や子育ての相談を聞いてくれる」など、

保育の内容や質への関心が見られます。 

４歳～６歳の保護者では、「長く預かってくれること」「乳児から預かってくれること」

といった回答が一定数みられます。 

【問2×問15- 4】【問1×年齢３区分（0～1歳・2～3歳・4～6歳）×問15- 4】 

こどもの数の動向を踏まえつつ、多様化する保護者のニーズに応えるため、保育園の

配置・機能の集約などについても議論していく必要があります。 
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病気やケガで幼稚園・小学校等を利用できなかった場合の対処方法は、就学前児童の

保護者、小学生の保護者いずれも「母親が休んだ」（就学前児童91.1％・小学校83.3％）

が最も高く、「父親が休んだ」（就学前児童48.9％・小学生28.0％）、「親族・知人に子ど

もをみてもらった」（就学前児童39.5％・小学生28.4％）、「父親または母親のうち就労し

てない方が子どもをみた」（就学前児童8.9％・小学生5.8％）となっています。 

前回調査と比較すると、就学前児童の保護者では「父親が休んだ」が28.3ポイント、

「母親が休んだ」が13.3ポイント、小学生の保護者では「母親が休んだ」が13.4ポイン

ト、「父親が休んだ」が11.8ポイント、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が5.9ポ

イント高くなっています。【問21- 1、[ 問12- 1]】 

病気やケガをした子どもをみるのは母親の役目であるという役割意識の定着がうかが

われます。しかし、前回調査と比較すると、父親が休んだ割合が大幅に増加しているこ

とから、父親が休暇を取得しやすい職場環境づくりが徐々に始まっていると推察されま

す。さらに父親の育児参加の促進やワーク・ライフ・バランスの取組など、父親の育児

参加を促すための対策を進めていく必要があります。  
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放課後児童クラブの長期休暇期間中の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」

「高学年になっても利用したい」と回答した方は小学生の保護者では82.5％となってい

ます。また、就学前児童の保護者も、こどもがやがて小学生となったときの長期休暇中

の児童クラブを求めている傾向がうかがえます。【問28、[ 問16] 】 

前回調査と比較すると、利用希望（「低学年の間は利用したい」＋「高学年になっても利

用したい」の合計）は、小学生で53.4ポイント増加しています。【[ 問16]】 

長期休暇中の放課後児童クラブの利用希望について、利用者ニーズに合致した事業運

営が提供できるよう、各事業の提供量について検証する必要があります。また、保護者

の働き方に注視するとともに、運営側の人員や場所の確保等についても、関係各所と連

携し、考えていく必要があります。 
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就学前児童の保護者の育児休業の取得率をみると、母親が58.8％、父親が14.4％とな

り、前回調査と比較すると、母親は18.2ポイント、父親は12.6ポイント増加しています。 

母親の育児休業取得期間についてみると、実際の取得期間、希望取得期間ともに「１

歳～１歳半未満」（実際の取得期間56.0％、希望取得期間32.1％）が最も高くなっていま

す。また、３歳以上の長期期間では、実際の取得期間（1.2％）より希望取得期間（30.0％）

の割合が上回っています。 

育児休業を取得していない理由は、母親では「子育てや家事に専念するため退職した」

が26.3％で前回調査同様最も高くなっていますが、前回と比較すると14.0ポイント減少

しています。それ以外では、前回調査において15.1％であった「職場に育児休業の制度

がなかった（就業規則に定めがなかった）」が21.3％に増加しています。父親では「仕事

が忙しかった」（43.8％）が最も高く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があ

った」（42.3％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（34.7％）となっています。 

また、「その他」の理由として、母親・父親ともに「自営業のため」「フリーランスの

ため」との回答が多くなっています。【問30・問30- 1・問30- 4】 

以上の結果から、子育て世帯への社会全体の意識の変化にともない、母親・父親とも

に育児休業取得率が前回調査時よりも高くなっています。 

一方で、育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢との差があ

ることから、希望の育児休業期間を取得できるような職場の環境づくりなど、安心して

出産、子育てができるよう、経済的な支援を含めた更なる取得の支援を推進する必要が

あります。 
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地域の行事等に参加している割合（「よく参加している」＋「時々参加している」）は

就学前児童の保護者で55.0％、小学生の保護者で78.2％となっています。 

また、お子さんが通う園や学校の行事に参加している割合（「よく参加している」＋

「時々参加している」）は、就学前児童の保護者で70.6％、小学生の保護者で97.4％とな

っています。 

一方で、地域の行事等にまったく参加していない割合は、就学前児童の保護者で22.0％、

小学生の保護者で6.7％となっています。【問39①②、[ 問25①②] 】 

以上の結果から、行事の参加については年齢が上がると参加率が高くなる傾向にあり

ますが、まったく行事に参加していない割合は、就学前児童の保護者で高い結果となっ

ています。 

地域住民との関わりが少ない家庭が一定数みられることから、主任児童委員（民生児

童委員）をはじめ、地域住民の声掛け等、推進していく必要があります。また、子ども

の人間関係形成能力をはぐくむために、地域で交流できる機会やイベントの企画などを

通して、地域全体で子どもを見守っていく環境づくりの整備が望まれます。 
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子育て環境や支援に対する保護者の満足度をみると、就学前児童の保護者、小学生の

保護者いずれも「ふつう」（就学前児童41.2％・小学生42.7％）が最も高く、「高い＋や

や高い」（就学前児童12.2％・小学生9.4％）、「やや低い＋低い」（就学前児童46.2％・小

学生47.5％）となっています。【問44、[ 問30]】 

今後さらにこの評価を引き上げていくには、現在実施している事業に対して、ニーズ

に即した対策の見直し・改善を図る必要があります。また、子育て環境や地域資源等が

市民に十分認知されるよう、浸透性の高い情報発信のあり方について検討が必要です。 
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①58.8 

①53.0 

②39.0 

②43.1 

③0.6 

③2.2 

④0.3 

④0.5 

⑤0.4 

⑤0.7 

⑥0.9 

⑥0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

①父母ともに ②主に母親 ③主に父親 ④主に祖父母 ⑤その他 ⑥無回答

64.8 

34.3 

2.8 

36.5 

43.1 

13.1 

3.3 

0.0 

71.9 

26.3 

3.3 

30.5 

***

43.2 

2.0 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに

母親

父親

祖父母

保育園

認定こども園

（保育園・幼稚園も含む）

その他

無回答

就学前児童（H30）
n=1,004

就学前児童（R5)
n=695

第２章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

○主な保育者の状況をみると、「父母ともに」「主に母親」を合わせると就学前児童では

97.8％、小学生では96.1％となっています。 

○日常的に子育てに関わっている人（施設含む）をみると、就学前児童では、「父母とも

に」（71.9％）が最も高く、次いで「認定こども園（保育園・幼稚園も含む）」（43.2％）、

「祖父母」（30.5％）となっています。前回調査と比較すると、「父母ともに」の割合

が増加し、「母親」「祖父母」の割合が減少しています。 

問6[問6]  主な保育者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

問7 子育てに日常的に関わっている人・施設（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育園」はR5年調査では「認定こども園（保育園・幼稚園も含む）」へ統合のため、選択肢がありません。
H30は「認定こども園（幼稚園も含む）」となっています  
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94.5 

18.3 

50.5 

16.0 

1.4 

0.1 

96.5 

38.4 

***

75.7 

2.9 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

保育園

認定こども園

（保育園・幼稚園も含む）

その他

無回答

就学前児童（H30）
n=1,004

就学前児童（R5)
n=695

○子育てに影響を与える環境をみると、就学前児童では、「家庭」（96.5％）が最も高く、

次いで「認定こども園（保育園・幼稚園も含む）」（75.7％）、「地域」（38.4％）となっ

ています。前回調査と比較すると、「地域」の割合が大幅に増加しています。 

○親族、知人等協力者の状況をみると、就学前児童、小学生いずれも「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（就学前児童60.0％、小学生47.7％）、

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（就学前児童36.1％、小学生38.1％）と回

答した方が多い一方で、「いずれもいない」と回答した方が就学前児童では9.1％、小

学生では12.4％となっています。前回調査と比較すると、就学前、小学生ともに「日

常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が減少し、小学生では、「いずれもいない」が

増加しています。 

問8 子育てに影響を与えると思う環境（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育園」はR5年調査では「認定こども園（保育園・幼稚園も含む）」へ統合のため、選択肢がありません。
H30は「認定こども園（幼稚園も含む）」となっています 

 

問9[問7]  親族、知人等の協力者の状況（経年比較） 

 

 

 

  

43.6 

54.9 

1.0 

3.3 

9.1 

0.5 

36.1 

60.0 

0.9 

4.6 

9.1 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる

緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・

知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童（H30）
n=1,004

就学前児童（R5)
n=695

42.1 

51.2 

2.2 

8.8 

9.0 

6.2 

38.1 

47.7 

1.1 

6.7 

12.4 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）
n=1,072

小学生（R５）

n=742
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44.8 

27.3 

27.8 

30.7 

11.9 

4.5 

0.7 

51.6 

19.9 

19.6 

28.5 

10.8 

4.0 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的、精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=605

小学生

n=603

○祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況をみると、就学前児童、小学生いず

れも「祖父母等の親族の身体的、精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安

心して子どもをみてもらえる」（就学前児童44.8％、小学生51. 6％）が最も高いものの、

一方で、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」（就学前児童27.3％、小

学生19.9％）、「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（就

学前児童27.8％、小学生19.6％）「自分たち親の立場として、負担をかけていることが

心苦しい」（就学前児童30.7％、小学生28.5％）と祖父母等の負担を心配しながらみて

もらっている割合も高くなっています。 

問9- 1[ 問7- 1]  祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え 
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48.6 

0.0 

16.2 

32.4 

5.4 

0.0 

5.4 

59.3 

5.6 

20.4 

20.4 

1.9 

7.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

友人・知人の身体的、精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=37

小学生

n=54

○友人、知人に子どもを預かってもらっている状況をみると、就学前児童、小学生いず

れも「友人・知人の身体的、精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心し

て子どもをみてもらえる」（就学前児童48.6％、小学生59.3％）が最も高いものの、一

方で、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」（就学前児童

32.4％、小学生20.4％）「友人、知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」

（就学前児童16.2％、小学生20.4％）と回答した方の割合も多く、友人、知人の負担

を心配しながらみてもらっている状況です。 

問9- 2[問7- 2]  友人、知人に子どもをみてもらうことへの考え 
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81.3 

71.9 

5.2 

12.1 

3.1 

3.6 

6.3 

49.1 

0.5 

11.6 

1.3 

4.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設

（つどいの広場）

飯田市こども家庭課

（ゆいきっず）

保健センター（保健師）

地区の保健師

認定こども園（保育園・幼稚園

も含む）の先生

主任児童委員・民生児童委員

かかりつけの医師

子育て関連担当窓口

その他

無回答

就学前児童

n=638

91.8 

83.7 

5.0 

12.3 

3.2 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

いる／ある いない／ない 無回答

（２）子育てに関する相談者の状況 

○気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」が就学前児童では91.8％、小学生

では83.7％となっています。 

○気軽に相談できる先の状況をみると、就学前児童では、「祖父母等の親族」（81.3％）

が最も高く、次いで「友人や知人」（71.9％）、「認定こども園（保育園・幼稚園も含む）

の先生」（49.1％）となっています。 

問10[ 問8]  子育てに関して気軽に相談できる人（場所）の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10- 1 気軽に相談できる先 
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72.3 

74.9 

9.0 

1.9 

1.4 

0.5 

0.5 

37.8 

1.0 

13.2 

1.3 

6.8 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（つどいの広場）

飯田市こども家庭課（ゆいきっず）

保健センター（保健師）

地区の保健師

学校の先生

主任児童委員・民生児童委員

かかりつけの医師

子育て関連担当窓口

その他

無回答

小学生

n=621

○気軽に相談できる先の状況をみると、小学生では、「友人、知人」（74.9％）が最も高

く、次いで「祖父母等の親族」（72.3％）、「学校の先生」（37.8％）となっています。 

[ 問8- 1]  気軽に相談できる先 
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94.0 

94.2 

100.0 

100.0 

84.1 

4.0 

4.8 

0.0 

0.0 

12.7 

2.0 

1.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみて

もらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

いる／ある いない／ない

（必要だと思わない）

無回答

91.5 

85.9 

100.0 

94.0 

55.4 

5.3 

10.2 

0.0 

4.0 

40.2 

3.2 

4.0 

0.0 

2.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみて

もらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

いる／ある いない／ない

（必要だと思わない）

無回答

○親族、知人等の協力者の状況を子育てに関して気軽に相談できる人（場所）の有無別

にみると、協力者も気軽に相談できる人も「いない/ ない」と回答した方は、就学前児

童では12.7％、小学生では40.2％となっています。 

問9 親族、知人等の協力者の状況×問10 子育てに関して気軽に相談できる人（場所）の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問7]  親族、知人等の協力者の状況×[ 問8]  子育てに関して気軽に相談できる人（場所）の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 n=678 

小学生 n=721 
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24 

23.9 

26.9 

8.9 

18.7 

38.0 

29.2 

4.4 

4.9 

23.2 

19.1 

0.6 

0.1 

1.0 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）
n=1,004

就学前児童

（R5)
n=695

フルタイムで就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

39.4 

48.2 

1.1 

0.1 

45.0 

41.4 

0.7 

0.5 

11.1 

6.1 

0.7 

1.1 

2.0 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）
n=1,072

小学生（R5)
n=742

フルタイムで就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

２ 保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

○母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就

労している」（産休・育休・介護休業中含む）を合わせた現在就労している方は、就学

前児童が79.7％、小学生が90.2％となっています。そのうち産休、育休、介護休業を

取得中の方は、就学前児童が23.6％、小学生が0.6％となっています。 

○前回調査と比較すると、就労している母親は、就学前児童が4.5ポイント、小学生が4.0

ポイント増加しています。 

問12 母親の就労状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問10]  母親の就労状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 

小学生 
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0.4 0.9 
3.2 9.7 

75.6 

7.9 1.1 
1.1 

0.1 1.5 2.8 

10.6 

72.4 

10.3 
1.0 1.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=554
小学生

n=670

2.5 

16.6 

32.1 38.8 

6.7 1.6 1.6 3.6 
16.1 

31.5 
39.9 

6.2 
1.3 1.3 

0%

25%

50%

75%

100%

4時間

未満

4～5
時間

6～7
時間

8～9
時間

10～11
時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=554
小学生

n=670

○母親の就労日数をみると、就学前児童、小学生いずれも「５日」（就学前児童75.6％、小

学生72.4％）が最も高くなっています。 

○母親の就労時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「８～９時間」（就学前児童38.8％、

小学生39.9％）が最も高く、「６～７時間」（就学前児童32.1％、小学生31.5％）となっ

ています。 

問12- 1(1) [ 問10- 1(1) ]  母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問12- 1(1)[ 問10- 1(1)]  母親の就労時間（１日当たり） 
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0.5 
1.1 

24.2 

54.7 

13.4 
3.2 2.9 0.4 0.6 

23.0 

53.6 

15.7 

5.2 
1.5 

0%

25%

50%

75%

100%

6時より前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=554
小学生

n=670

0.4 
9.7 

35.6 

47.5 

3.1 0.7 
3.1 0.7 

15.7 

34.6 
41.6 

4.6 0.9 1.8 
0%

25%

50%

75%

100%

12時より前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=554
小学生

n=670

○母親の家を出る時刻をみると、就学前児童、小学生いずれも「８時台」（就学前児童

54.7％、小学生53.6％）が最も高く、次いで「７時台」（就学前児童24.2％、小学生23.0％）

となっています。 

○母親の帰宅時刻をみると、就学前児童、小学生いずれも「18～19時台」（就学前児童

47.5％、小学生41.6％）が最も高く、次いで「16～17時台」（就学前児童35.6％、小学

生34.6％）となっています。 

問12- 1(2)[ 問10- 1(2)]  母親の家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

問12- 1(2)[ 問10- 1(2)]  母親の帰宅時刻 
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12.7 

9.6 

35.9 

30.5 

40.1 

56.6 

6.8 

1.9 

4.6 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=237

小学生

n=311

フルタイムへの就労希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等での就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

0.7 

1.9 

14.3 

17.6 

53.4 

60.0 

11.7 

9.4 

16.2 

10.0 

2.5 

0.4 

1.1 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=554

小学生

n=670

仕事を優先している やむをえず子育てより仕事を優先している

仕事と子育ての両立を図るよう努めている やむをえず仕事より子育てを優先している

子育てを優先している その他

無回答

○母親仕事と子育ての両立の状況についてみると、就学前児童、小学生いずれも「仕事

と子育ての両立を図るよう努めている」（就学前児童53.4％、小学生60.0％）となって

います。 

○母親のフルタイム勤務に対する意向をみると、就学前児童、小学生いずれも「パート・

アルバイト等での就労を続けることを希望」（就学前児童40.1％、小学生56.6％）とな

っています。また、フルタイムへの転換希望は就学前児童が48.6％、小学生が40.1％

あり、約１割の方が実現できる見込みがあります。 

問12- 2[問10- 2]   仕事と子育ての両立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12- 3[ 問10- 3]  母親のフルタイム勤務に対する意向 
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16.4 

50.9 

41.8 

7.5 

38.8 

39.6 

3.0 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=134

小学生

n=53

子育てや家事などに専念したい

（働く予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答
０～３歳

82.2%

４～５歳

8.9%

６～７歳

5.4%

８歳以上

1.8% 無回答

1.8%

就学前児童

n=56

０～３歳

0.0%
４～５歳

0.0% ６～８歳

以上

0.0%

８歳以上

75.0%

無回答

25.0%

小学生

n=34

21.2 

9.5 

78.8 

90.5 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=52

小学生

n=21

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

○現在就労していないが、今後就労したい母親の希望をみると、就学前児童では80.6％

となっており、その内訳は「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就

労したい」（41.8％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」（38.8％）となっ

ています。小学生では47.1％となっており、その内訳は「１年より先、一番下の子ど

もが□□歳になったころに就労したい」（7.5％）、「すぐにでも、または１年以内に就

労したい」（39.6％）となっています。 

○現在就労していないが、今後就労したい母親の希望する就労形態をみると、就学前児

童では「パートタイム・アルバイト等」（78.8％）、「フルタイム」（21.2％）となって

います。小学生では「パートタイム・アルバイト等」（90.5％）、「フルタイム」（9.5％）

となっています。 

○現在就労していないが、今後就労したい母親の希望する就労時期となる子どもの年齢

は就学前児童では「０～３歳」（82.2％）、小学生では「８歳以上」（75.0％）が最も高

くなっています。 

 問12- 4[ 問10- 4]  就労していない母親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「１年より先、一番下の子どもが□□歳にな

ったころに就労したい」を選んだ方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【母親の希望する就労形態】 

【希望就労日数と希望就労時間】へ 
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0.0 2.4 

19.5 

41.5 

29.3 

0.0 7.3 
0.0 0.0 

26.3 21.1 

42.1 

0.0 
10.5 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 無回答

就学前児童

n=41
小学生

n=19

2.4 

56.1 

34.1 

2.4 0.0 0.0 4.9 5.3 

47.4 
36.9 

0.0 0.0 0.0 
10.5 

0%

25%

50%

75%

100%

4時間

未満

4～5
時間

6～7
時間

8～9
時間

10～11
時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=41
小学生

n=19

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の希望就労日数をみると、就学

前児童では「４日」（41.5％）が最も高く、次いで「５日」（29.3％）、「３日」（19.5％）

となっています。小学生では「５日」（42.1％）が最も高く、次いで「３日」（26.3％）、

「４日」（21.1％）となっています。 

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の希望就労時間をみると、就学

前児童、小学生いずれも「４～５時間」（就学前児童56.1％、小学生47.4％）が最も高

く、次いで「６～７時間」（就学前児童34.1％、小学生47.4％）となっています。 

問12- 4[ 問10- 4]  パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問12- 4[ 問10- 4]  パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労時間（１日当たり） 
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①91.8 

①85.4 

②1.0 

②0.3 

③0.6 

③0.8 

④0.0 

④0.0 

⑤0.6 

⑤1.5 

⑥0.0 

⑥0.0 

⑦6.0 

⑦12.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

①フルタイムで就労しており、

育休、介護休業中ではない

②フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

③パート・アルバイト等で就労しており、

育休、介護休業中ではない

④パート・アルバイト等で就労しているが、

育休、介護休業中である

⑤以前は就労していたが、

現在は就労していない

⑥これまで就労したことがない

⑦無回答

0.0 0.5 1.1 0.6 

65.9 

27.0 

3.1 1.8 0.0 0.0 0.9 
0.9 

59.5 

33.8 

3.3 
1.6 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=649
小学生

n=642

0.7 0.2 2.6 

54.7 

25.3 

12.8 3.9 1.0 0.8 
0.9 

58.1 

23.7 13.4 

2.2 
0%

25%

50%

75%

100%

4時間

未満

4～5
時間

6～7
時間

8～9
時間

10～11
時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=649
小学生

n=642

（２）父親の就労状況 

○父親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就

労している」を合わせると就学前児童では93.4％、小学生では86.5％となっています。 

○父親の就労日数をみると、就学前児童、小学生いずれも「５日」（就学前児童65.9％、

小学生59.5％）が最も高く、次いで「６日」（就学前児童27.0％、小学生33.8％）とな

っています。 

○父親の就労時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「８～９時間」（就学前児童

54.7％、小学生58.1％）が最も高く、次いで「10～11時間」（就学前児童25.3％、小学

生23.7％）となっています。 

問13[ 問11]  父親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13- 1(1)[ 問11- 1(1)]  父親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 
 

問13- 1(1)[ 問11- 1(1)]  父親の就労時間（１日当たり） 
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2.0 6.6 

44.8 
36.7 

4.6 
3.2 2.0 5.0 8.6 

48.9 

28.8 

3.1 
3.7 

1.9 
0%

25%

50%

75%

100%

6時より前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=649
小学生

n=642

2.0 
1.4 

6.0 

56.5 

27.7 

4.0 2.3 1.7 1.6 8.7 

56.9 

22.9 

5.8 2.5 

0%

25%

50%

75%

100%

12時より前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=649
小学生

n=642

○父親の家を出る時刻をみると、就学前児童、小学生いずれも「７時台」（就学前児童

44.8％、小学生48.9％）が最も高く、次いで「８時台」（就学前児童36.7％、小学生28.8％）

となっています。 

○父親の帰宅時刻をみると、就学前児童、小学生いずれも「18～19時台」（就学前児童

56.5％、小学生56.9％）が最も高く、次いで「20～21時台」（就学前児童27.7％、小学

生22.9％）となっています。 

問13- 1(2)[ 問11- 1(2)]  父親の家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

問13- 1(2)[ 問11- 1(2)]  父親の帰宅時刻 
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25.0 

0.0 

75.0 

66.7 

0.0 

16.7 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n4

小学生

n=6

フルタイムへの就労希望があり，

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが，

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

32.4 

46.3 

29.4 

22.6 

32.8 

27.6 

1.1 

1.2 

1.2 

0.9 

0.6 

0.9 

2.5 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=649

小学生

n=642

仕事を優先している やむをえず子育てより仕事を優先している

仕事と子育ての両立を図るよう努めている やむをえず仕事より子育てを優先している

子育てを優先している その他

無回答

○父親の仕事と子育ての両立の状況についてみると、就学前児童、小学生いずれも「仕

事と子育ての両立を図るよう努めている」（就学前児童32.8％、小学生27.6％）となっ

ています。 

○父親のパートタイムからフルタイムへの転換意向は以下のとおりです。 

問13- 2[問11- 2]  仕事と子育ての両立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13- 3[ 問11- 3]  父親のフルタイム勤務に対する意向 
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0.0 

27.3 

0.0 

0.0 

0.0 

72.7 

100.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4

小学生

n=11

子育てや家事などに専念したい

（働く予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、または１年以内に就労したい

無回答

75.0 12.5 12.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=0

小学生

n=8

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=0
小学生

n=1

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

4時間

未満

4～5
時間

6～7
時間

8～9
時間

10～11
時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=0
小学生

n=1

○現在就労していない父親の今後の就労意向は、以下のとおりです。 

 問13- 4[ 問11- 4]  就労していない父親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13- 4[ 問11- 4]  就労希望のある父親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 
 
 

問13- 4[ 問11- 4]  就労希望のある父親の希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

「１年より先、一番下の子どもが□□歳

になったころに就労したい」を選んだ方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【父親の希望する就労形態】 

就学前児童、小学生に 
対象者はいませんでした。 

就学前児童に 
対象者はいませんでした。 
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62.2 37.3 0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

利用している 利用していない 無回答

第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 就学前児童の平日の定期的な教育・保育事業の現状と 

今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業 

○定期的な教育・保育事業の利用状況をみると、「利用している」が62.2％、「利用して

いない」が37.3％となっています。 

問14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

年代別 

〇問14「定期的な教育・保育事業の利用状況」を年齢別でみると、５歳、６歳では「利

用している」がそれぞれ100％となっています。２歳から４歳でも「利用している」が

高くなっています。一方、０歳、１歳は「利用していない」割合が高くなっています。 

問２ 宛名の子どもの年齢×問14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

単位：（％） 

 有
効
回
答
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

合計 688  62.6   36.9   0.4  

６歳 76 100.0 - - 

５歳 71 100.0 - - 

４歳 89 97.8 1.1 1.1 

３歳 84  76.2  21.4  2.4 

２歳 97  75.3   24.7  - 

１歳 130  31.5  68.5  - 

０歳 141  13.5  86.5  - 
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0.0 0.2 0.0 
0.7 

90.3 

6.9 
0.0 

1.9 0.5 0.2 0.0 0.7 

82.6 

9.7 
0.5 5.8 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

利用日数

n=432

就学前児童

希望日数

n=432

28.9 

10.4 

62.7 

0.7 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

認定こども園

認定こども園の預かり保育

保育園

事業所内保育施設

その他認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

家庭的保育

居宅訪問型保育

自治体の認証・認定保育施設

その他

無回答

就学前児童

n=432

○利用中の事業をみると、「保育園」（62.7％）が最も高く、次いで「認定こども園」

（28.9％）、「認定こども園の預かり保育」（10.4％）となっています。 

問14-1 定期的な教育・保育事業の利用状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期的な教育・保育事業の１週当たりの利用日数と希望日数をみると、利用日数、希

望日数いずれも「５日」（利用日数90.3％、希望日数82.6％）が最も高くなっています。 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 
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0.0 0.5 0.0 0.0 0.5 7.2 

20.4 

35.9 

15.7 15.3 

3.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.2 0.0 0.5 4.6 

16.4 

30.6 20.8 

15.0 4.6 0.7 6.5 

0%

25%

50%

75%

100%

1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間 8時間 9時間 10時間 11時間 12時間

以上

無回答

就学前児童

利用時間

n=432

就学前児童

希望時間

n=432

0.0 0.0 
7.2 

60.2 

29.9 

0.2 
2.5 0.0 0.0 

10.9 

55.3 

27.8 

0.0 
6.0 

0%

25%

50%

75%

100%

6時より前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時以降 無回答

就学前児童

利用開始時間

n=432

就学前児童

希望開始時間

n=432

○１日当たりの利用時間と希望時間をみると、利用時間、希望時間いずれも「８時間」

（利用時間35.9％、希望時間30.6％）が最も高く、次いで利用時間では「７時間」

（20.4％）、希望時間では「９時間」（20.8％）となっています。 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期的な教育・保育事業の利用開始時間と希望開始時間をみると、利用開始時間、希

望開始時間いずれも「８時台」（利用開始時間60.2％、希望開始時間55.3％）が最も高

くなっています。 

問14-2(1)(2) 利用開始時間 希望開始時間 
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42.9 

8.6 

28.0 

40.7 

11.0 

13.6 

17.1 

0.4 

20.3 

7.0 

12.4 

2.4 

1.1 

1.1 

1.4 

8.8 

13.1 

1.0 

1.4 

6.9 

4.1 

1.5 

39.3 

13.0 

20.2 

41.1 

10.3 

22.7 

15.7 

1.0 

26.9 

8.7 

12.8 

2.9 

2.9 

2.3 

1.9 

14.0 

15.7 

3.7 

4.8 

15.7 

5.0 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

母親の職場（職場が自宅の場合は自宅）

に近いこと

父親の職場（職場が自宅の場合は自宅）

に近いこと

親の職場に関わらず、近所の子どもと

同じ園に通わせたい

親の職場や近所の子に関わらず、

地元小学校の通学区内に通わせたい

その他、場所に関することを基準に選ぶ

園舎の設備・衛生面を基準にして選ぶ

泥遊び・水遊びなど外遊びを

しっかりさせるかで選ぶ

その他の園舎や園庭に関することを

基準に選ぶ

土・水・草木などと触れ合い、野外散歩

など自然体験をさせてくれること

大人や地域との関わりを学ぶこと

しつけ（トイレ・はしの持ち方など）を

しっかりしてくれること

文字や数などを教えてくれること

英会話ができたり外国の子がいたりと

多文化に触れる機会が豊富なこと

スポーツ教育をしてくれること

音楽・絵画などの体験ができること

長く預かってくれること

乳児のうちから預かってくれること

心身の障がいや育ちの特質を

持っていても預かってくれること

アレルギー対応がしっかりしていること

親の不安・子育ての

相談を聞いてくれること

その他の保育内容に関する

ことを基準に選ぶ

無回答

就学前児童（H30）

n=799

就学前児童（R5)

n=484

○保育園を選ぶときの基準をみると、「親の職場や近所の子に関わらず、地元小学校の

通学区内に通わせたい」（41.1％）が最も高く、次いで「母親の職場（職場が自宅の場

合は自宅）に近いこと」（39.3％）、「土・水・草木などと触れ合い、野外散歩など自然

体験をさせてくれること」（26.9％）となっています。前回調査と比較すると、「園舎

の設備・衛生面を基準にして選ぶ」が9.1ポイント、「親の不安・子育ての相談を聞い

てくれること」が8.8ポイント増加しています。 

問15-4 保育園を選ぶときの基準（経年比較） 
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年代別 

〇問15-4「保育園を選ぶときの基準」を年齢別でみると、２歳～６歳の保護者では、「親

の職場や近所の子に関わらず地元小学校の通学区内に通わせたい」との回答が最も多

くなっています。一方、０歳～２歳の保護者では、４割以上が「母親の職場（職場が

自宅の場合は自宅）に近いこと」と、１割以上が「父親の職場（職場が自宅の場合は

自宅）に近いこと」と回答しています。 

〇０歳～４歳の保護者では、「園舎の設備や衛生面」、「外遊びをしっかりさせること」、

「自然体験をさせてくれること」、「親の不安や子育ての相談を聞いてくれる」など、

保育の内容や質への関心が見られます。 

〇４歳～６歳の保護者では、「長く預かってくれること」「乳児から預かってくれること」

といった回答が一定数みられます。 

問２ 宛名の子どもの年齢×問15-4 保育園を選ぶときの基準（抜粋） 

単位：（％） 

 有
効
回
答
数
（
件
） 

母
親
の
職
場
（
職
場
が
自
宅
の
場
合
は
自
宅
）
に 

近
い
こ
と 

父
親
の
職
場
（
職
場
が
自
宅
の
場
合
は
自
宅
）
に 

近
い
こ
と 

親
の
職
場
に
関
わ
ら
ず
、
近
所
の
子
ど
も
と
同
じ 

園
に
通
わ
せ
た
い 

親
の
職
場
や
近
所
の
子
に
関
わ
ら
ず
、 

地
元
小
学
校
の
通
学
区
内
に
通
わ
せ
た
い 

園
舎
の
設
備
・
衛
生
面
を
基
準
に
し
て
選
ぶ 

泥
遊
び
・
水
遊
び
な
ど
外
遊
び
を
し
っ
か
り
さ
せ
る 

か
で
選
ぶ 

土
・
水
・
草
木
な
ど
と
触
れ
合
い
、 

野
外
散
歩
な
ど
自
然
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と 

長
く
預
か
っ
て
く
れ
る
こ
と 

乳
児
の
う
ち
か
ら
預
か
っ
て
く
れ
る
こ
と 

親
の
不
安
・
子
育
て
の
相
談
を
聞
い
て
く
れ
る
こ
と 

無
回
答 

全体 481 39.5 13.1 20.4 41.0 22.9 15.6 26.6 14.1 15.8 15.8 0.8 

６歳 54  27.8   13.0   31.5   44.4   18.5   18.5   18.5   11.1   16.7   9.3  - 

５歳 54  40.7   16.7   22.2   44.4   16.7   5.6   18.5   20.4   16.7   13.0  - 

４歳 61  36.1   8.2   24.6   41.0   23.0   18.0   21.3   14.8   11.5   18.0   1.6  

３歳 59  39.0   8.5   22.0   49.2   10.2   16.9   22.0   8.5   10.2   10.2  - 

２歳 61  41.0   11.5   14.8   47.5   29.5   18.0   31.1   8.2   16.4   19.7   1.6  

１歳 93  46.2   14.0   17.2   34.4   28.0   15.1   38.7   18.3   15.1   17.2   1.1  

０歳 99  40.4   17.2   16.2   34.3   27.3   16.2   27.3   15.2   21.2   19.2   1.0  
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0.0 

0.0 

8.1 

59.3 

27.1 

2.7 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

6時より前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時以降

無回答

就学前児童

n=258

0.4 

2.7 

3.1 

2.7 

9.3 

29.5 

22.5 

23.6 

3.5 

0.4 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

就学前児童

n=258

58.2 

60.9 

11.5 

9.6 

28.6 

27.5 

1.8 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=1,004 

就学前児童

（R5)

n=695

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は

利用したい

無回答

２ 就学前児童の休日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（１）土曜日と日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると、「利用する必要はない」（60.9％）

が最も高く、次いで「月に１～２回は利用したい」（27.5％）となっています。前回調

査と比較すると、「ほぼ毎週利用したい」、「月に１～２回は利用したい」が微減してい

ます。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると、開始時間は「８時台」（59.3％）、終了時間

は「16時台」（29.5％）が最も高くなっています。 

問19(1) 土曜日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問19(1) 希望開始時間（R5） 問19(1) 希望終了時間（R5） 
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0.0 

0.0 

12.3 

50.8 

30.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

6時より前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時以降

無回答

就学前児童

n=130

0.0 

1.5 

0.8 

3.8 

6.2 

23.1 

26.2 

30.8 

2.3 

0.8 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台以降

無回答

就学前児童

n=130

80.4 

78.7 

1.7 

2.6 

15.4 

16.1 

2.5 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=1,004 

就学前児童

（R5)

n=695

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は

利用したい

無回答

○日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると、「利用する必要はない」

（78.7％）が最も高くなっています。前回調査と比較すると、「ほぼ毎週利用したい」、

「月に１～２回は利用したい」が微増しています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると、開始時間は「８時台」（50.8％）、終了時間

は「18時台」（30.8％）が最も高くなっています。 

問19(2) 日曜・祝日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問19(2) 希望開始時間（R5） 問19(2) 希望終了時間（R5） 
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78.0 

32.3 

1.7 

28.9 

7.3 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他

無回答

就学前児童

n=232

○土曜日と日曜日において「月に１～２回は利用したい」と回答した方の理由をみると、

「月に数回仕事が入るため」（78.0％）が最も高く、次いで「平日に済ませられない用

事をまとめて済ませるため」（32.3％）、「リフレッシュのため」（28.9％）となってい

ます。 

問19-1 毎週ではなく「月に１～２回は利用したい」理由 
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0.0 

0.0 

8.8 

56.0 

33.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

6時より前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台以降

無回答

就学前児童

n=125

0.0 

1.6 

0.8 

0.0 

8.8 

39.2 

21.6 

25.6 

0.8 

0.0 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台以降

無回答

就学前児童

n=125

24.1 

16.1 

45.2 

49.7 

28.2 

28.0 

5.2 

6.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=174

就学前児童

（R5)

n=161

利用する

必要はない

休みの期間中は、

ほぼ毎日利用したい

休みの期間中は、

週に数日利用したい

無回答

（３）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望 

○幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向をみると、「休みの期間中、ほ

ぼ毎日利用したい」（49.7％）が最も高く、次いで「休みの期間中、週に数日利用した

い」（28.0％）となっています。前回調査と比較すると、「休みの期間中、ほぼ毎日利

用したい」が4.5ポイント増加しています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると、開始時間は「８時台」（56.0％）、終了時間

で「16時台」（39.2％）が最も高くなっています。 

問20 長期休暇中の利用希望（認定こども園利用者【幼稚園利用者も含む】）（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問20 希望開始時間（R5） 問20 希望終了時間（R5） 
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40.2 

44.8 

3.4 

37.9 

18.4 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=87

○長期休暇中において「休みの期間中は、週に数日利用したい」と回答した方の理由を

みると、就学前児童では、｢買い物等の用事をまとめて済ませるため｣（44.8％）が最

も高く、次いで｢週に数回仕事が入るため｣（40.2%）、「息抜きのため」（37.9％）とな

っています。 

問20-1 「休みの期間中、週に数日利用したい」理由 
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あった

86.1%

なかった

11.8%

無回答

2.1%

就学前児童

n=432

48.9 

91.1 

39.5 

8.9 

1.1 

3.8 

7.3 

1.3 

1.6 

28.0 

83.3 

28.4 

5.8 

0.2 

18.4 

0.8 

4.5 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児保育「おひさまはるる」を利用した

その他

無回答

就学前児童

n=372

小学生

n=599

あった

80.7%

なかった

18.6%

無回答

0.7%

小学生

n=742

３ 病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

（１）病気やケガで通常の事業が利用できない時の対処について 

○病気やケガで通常の事業が利用できなかったことが、「あった」と回答した方をみる

と、就学前児童では86.1％、小学生では80.7％となっています。 

○その際の対処方法をみると、就学前児童、小学生いずれも「母親が休んだ」（就学前児

童91.1％、小学生83.3％）が最も高く、次いで就学前児童では「父親が休んだ」（48.9％）、

小学生では「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（28.4％）となっ

ています。 

問21[問12] 病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21-1[問12-1] この１年間の対処方法 
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○病気やケガで通常の事業が利用できなかった場合の対処方法について前回調査と比較

すると、就学前児童では、「父親が休んだ」が、28.3ポイント、「母親が休んだ」が13.3

ポイント増加しています。小学生では「母親が休んだ」が13.4ポイント、「父親が休ん

だ」が11.8ポイント、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が5.9ポイント増加して

います。 

■ 問21-1[問12-1] この１年間の対処方法（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 小学生 

20.6 

77.8 

35.5 

15.3 

0.3 

0.9 

6.5 

2.5 

4.3 

48.9 

91.1 

39.5 

8.9 

1.1 

3.8 

7.3 

1.3 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族、知人に

子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労して

いない方が子どもをみた

ファミリー・サポート・セン

ターの送迎等を利用した

仕方なく子どもだけで留守番を

させた

病児保育「おひさまはるる」を

利用した

その他

無回答

就学前児童（H30）

n=645

就学前児童（R5)

n=372

16.2 

69.9 

34.7 

12.0 

0.2 

12.5 

3.1 

3.4 

0.8 

28.0 

83.3 

28.4 

5.8 

0.2 

18.4 

0.8 

4.5 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）

n=648

小学生（R5)

n=599
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6.1 

15.6 
11.6 

2.0 

25.9 21.1 

2.0 
5.4 6.1 4.1 9.4 

18.8 
19.4 

2.4 

23.5 
15.9 

2.9 
2.9 1.2 3.5 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=147

小学生

n=170

0.9 3.2 6.2 
2.4 

21.2 
24.8 

7.7 

18.9 
12.1 

2.7 
7.6 10.6 9.6 

4.2 

31.1 
21.2 

3.6 6.2 2.2 
3.6 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=339

小学生

n=499

10.4 

14.3 
19.2 

4.4 

28.6 

13.2 

1.6 3.3 1.6 3.3 

23.2 
28.0 

13.7 

3.6 

17.9 

6.0 
0.6 1.2 0.0 

6.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=182

小学生

n=168

○対処方法別にこの１年間の対処日数をみると、「父親が休んだ日数」は、就学前児童で

は「５～９日」（28.6％）、小学生では「２日」（28.0％）が最も高くなっています。 

問21-1.1[問12-1.1] 父親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「母親が休んだ日数」は、就学前児童では「10～14日」（24.8％）、小学生では「５～

９日」（31.1％）が最も高くなっています。 

問21-1.2[問12-1.2] 母親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「親族・知人に子どもをみてもらった日数」は、就学前児童、小学生いずれも「５～

10日」（就学前児童25.9％、小学生23.5％）が最も高くなっています。 

問21-1.3[問12-1.3] （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった日数 

 

 

 

 

 

 

 

  



第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

 

55 

25.0 25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=4

小学生

n=1

9.1 

0.0 
6.1 

0.0 
12.1 

21.2 

3.0 
6.1 

27.3 15.2 

2.9 
11.4 

8.6 
0.0 

20.0 25.7 

8.6 11.4 

0.0 

11.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=33

小学生

n=35

0.0 7.1 

28.6 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

14.3 17.3 
20.0 

15.5 
4.5 

23.6 
10.9 

0.0 0.9 0.0 7.3 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=14

小学生

n=110

○「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた日数」は、就学前児童では

「10～14日」（21.2％）、小学生では、「30日以上」（23.7％）となっています。 

問21-1.4[問12-1.4] 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ファミリー・サポート・センターを利用した日数」は、以下のとおりです。 

問21-1.5[問12-1.5] ファミリー・サポート・センターを利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数」は、就学前児童、小学生いずれも「５

～９日」（就学前児童50.0％、小学生23.6％）が最も高くなっています。 

問21-1.6[問12-1.6] 仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数 
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38.3 

13.2 

61.7 

85.4 

0.0 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=342

小学生

n=515

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

3.1 
7.6 8.4 

1.5 

24.4 24.4 

3.1 8.4 7.6 11.5 
2.9 

7.4 

20.6 

0.0 

30.9 

19.1 

2.9 0.0 2.9 

13.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=131

小学生

n=68

7.4 

18.5 14.8 
7.4 

25.9 

11.1 
3.7 

0.0 0.0 

11.1 

40.0 

0.0 0.0 0.0 

20.0 20.0 

0.0 
0.0 0.0 

20.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=27

小学生

n=5

○「病児保育「おひさまはるる」を利用した日数」は、就学前児童では、「５～９日」

（25.9％）が最も高くなっています。 

問21-1.7[問12-1.7]  病児保育「おひさまはるる」を利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病児・病後児の保育施設の利用希望 

○父親、母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向をみると、「できれ

ば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した方は、就学前児童では38.3％、

小学生では13.2％となっています。 

○その際の年間利用希望日数をみると、就学前児童、小学生いずれも「５～９日」（就学

前児童24.4％、小学生30.9％）が最も高くなっています。 

問21-2[問12-2] 父親、母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21-2[問12-2] 病児・病後児保育施設の利用希望日数 
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63.4 

75.6 

18.3 

2.3 

1.5 

***

75.0 

47.1 

2.9 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=131

小学生

n=68

49.3 

7.1 

15.2 

38.4 

18.5 

54.0 

18.0 

0.0 

36.1 

5.7 

16.6 

31.4 

17.3 

47.7 

23.0 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

病気の子を他人に看病してもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用方法がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=211

小学生

n=440

○子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると、就学前児童、小学生いずれも「小

児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（就学前児童75.6％、小学生75.0）が最

も高くなっています。 

○病児・病後児保育施設等の利用意向がない方の理由をみると、就学前児童、小学生い

ずれも「親が仕事を休んで対応する」（就学前児童54.0％、小学生47.7％）が最も高く

なっています。 

問21-3[問12-3] 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」は就学前のみの選択肢 

 

問21-4[問12-4] 病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由 
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70.1 

67.1 

15.5 

20.8 

14.4 

12.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=194

小学生

n=298

できれば仕事を休んで看病したい 休んで看病することは非常に難しい 無回答

2.2 6.6 5.9 0.7 

25.0 
28.7 

2.9 
8.1 8.1 11.8 

4.0 
8.0 12.5 

1.5 

30.0 18.0 

4.5 
4.5 2.5 

14.5 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=136

小学生

n=200

23.3 

13.3 

36.7 

40.0 

3.3 

33.9 

14.5 

19.4 

41.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看病を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

就学前児童

n=30

小学生

n=62

○父母が休む以外の対処方法を選んだ方のうち、「できれば仕事を休んで看病したい」

と回答した方をみると、就学前児童では70.1％、小学生では67.1％となっています。 

○「できれば仕事を休んで看病したい」と回答した方の年間希望日数は、就学前児童で

は「10～14日」（28.7％）、小学生では「５～９日」（30.0％）が最も高くなっています。 

○「休んで看病することは非常に難しい」と回答した方の理由をみると、就学前児童、

では「休暇日数が足りないので休めない」（36.7％）、小学生では「子どもの看病を理

由に休みがとれない」（33.9％）が最も高くなっています。また、「その他」が就学前

児童では40.0％、小学生では41.9％となっていることから、選択項目以外にもさまざ

まな理由があることがうかがえます。 

問21-5[問12-5] 「父母が仕事を休んで看病したい」意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21-5.1[問12-5.1] 「できれば仕事を休んで看病したい」希望日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

問21-6[問12-6] 「休んで看病することは非常に難しい」理由 
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2.6 

1.9 

1.7 

0.0 

0.0 

0.3 

0.6 

88.8 

5.3 

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり

認定こども園（幼稚園も含む）の

預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ショートステイ

（短期入所生活援助事業）

トワイライトステイ

（夜間養護等事業）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=695

72.3 

5.8 

5.7 

5.5 

21.7 

11.7 

15.9 

18.8 

5.8 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのか

どうかわからない

事業の利用方法（手続き等）が

わからない

その他

無回答

就学前児童

n=617

４ 不定期の一時保育の利用について 

（１）就学前児童が不定期に利用している教育・保育事業の状況 

○不定期に利用している教育・保育事業の状況をみると、「利用していない」が88.8％と

なっています。利用している事業は「一時預かり」（2.6％）となっています。 

○「利用していない」理由をみると「特に利用する必要がない」が72.3％となっています。 

問22 不定期に利用している一時預かり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-1 現在利用していない理由 
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16.7 
11.1 11.1 11.1 

33.3 

5.6 
0.0 

5.6 
0.0 

5.6 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=18

7.7 
0.0 

30.8 

0.0 

38.5 

7.7 
0.0 0.0 

7.7 7.7 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=13

33.3 

8.3 8.3 8.3 

25.0 

0.0 0.0 0.0 

16.7 

0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=12

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

○事業別の年間利用日数は以下のとおりです。 

問22.1 「一時預かり」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.2 「認定こども園（幼稚園も含む）の預かり保育」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.3 「ファミリー・サポート・センター」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.4 「ショートステイ（短期入所生活援助事業）」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

  

該当者なし 
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0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

0.0 0.0 

50.0 

0.0 0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=2

0.0 0.0 0.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

75.0 

0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=4

問22.5 「トワイライトステイ（夜間養護等事業）」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.6 「ベビーシッター」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.7 「その他」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

該当者なし 
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利用したい

34.2%
利用する

必要はない

59.0%

無回答

6.8%

就学前児童

n=695

62.6 

62.6 

27.3 

39.1 

5.5 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや

親の通院など

不定期の就労

育児不安、育児疲れ

その他

無回答

就学前児童

n=238

○一時保育事業の利用希望をみると、「利用したい」が34.2％となっています。 

○一時保育事業の利用目的をみると、「私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

習い事など）、リフレッシュ目的」「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院等」（各62.6％）が最も高くなっています。 

問23 一時保育事業の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 利用したい目的 
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0.0 0.4 4.6 0.8 

16.0 19.7 

2.5 
10.9 14.3 

30.7 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=238

1.3 
8.1 9.4 

2.0 

20.8 
31.5 

0.7 
8.1 6.7 

11.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=149

1.3 4.0 
11.4 

2.0 

35.6 
27.5 

1.3 4.0 1.3 
11.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=149

○事業の利用希望年間合計日数をみると、「10～14日」（19.7％）が最も高くなっていま

す。 

問23.1 事業の利用希望年間合計日数 

 

 

 

 

 

 

 

○目的ごとの年間利用希望日数をみると、「私用、リフレッシュ目的」では「10～14日」

（31.5％）が最も高くなっています。 

問23.① 私用、リフレッシュ目的 

 

 

 

 

 

 

 

○「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」では「５～９日」（35.6％）が最も高く

なっています。 

問23.② 冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等 
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0.0 
7.7 10.8 

1.5 

18.5 21.5 

3.1 

18.5 

3.1 

15.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=65

0.0 

15.4 

0.0 
7.7 

30.8 30.8 

7.7 
0.0 

7.7 
0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=13

3.2 6.5 9.7 
2.2 

18.3 

37.6 

0.0 2.2 
7.5 

12.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5～9日 10～14日 15～19日 20～29日 30日以上 無回答

就学前児童

n=93

○「不定期の就労」では「10～14日」（21.5％）が最も高くなっています。 

問23.③ 不定期の就労 

 

 

 

 

 

 

 

○「育児不安、育児疲れ」では「10～14日」（37.6％）が最も高くなっています。 

問23.④ 育児不安、育児疲れ 

 

 

 

 

 

 

 

○「その他」では「５～９日」「10～14日」（各30.8％）が最も高くなっています。 

問23.⑤ その他 
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65.5 

62.6 

26.5 

1.7 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

大規模施設で子どもを

保育する事業

小規模施設で子どもを

保育する事業

地域住民等が子育て家庭の

近くの場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=238

○一時保育として子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると、「大規模施設で子

どもを保育する事業」（65.5％）が最も高く、次いで「小規模施設で子どもを保育する

事業」（62.6％）となっています。 

問23-1 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 
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66 

2.6 
10.5 7.9 

0.0 

19.7 
14.5 

3.9 5.3 6.6 

28.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1泊 2泊 3泊 4泊 5～9泊 10～14泊 15～19泊 20～29泊 30泊以上 無回答

就学前児童

n=76

38.2 

65.8 

59.2 

5.3 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

就学前児童

n=76

10.9 82.6 6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

利用したい 利用する必要はない 無回答

（２）宿泊を伴う一時保育の利用状況 

○保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預ける事業の利用希望をみると、

「利用したい」が10.9％となっています。 

○事業を利用したい理由についてみると、「保護者や家族の育児疲れ・不安」（65.8％）

が最も高く、次いで「保護者や家族の病気」（59.2％）となっています。 

○利用希望年間合計日数をみると、「５～９泊」（19.7％）が最も高くなっています。 

問24 保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預ける事業の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1 利用したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1 利用希望年間合計日数 
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17.2 20.7 20.7 

0.0 

17.2 
6.9 

0.0 0.0 0.0 

17.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1泊 2泊 3泊 4泊 5～9泊 10～14泊 15～19泊 20～29泊 30泊以上 無回答

就学前児童

n=29

4.0 

16.0 
24.0 

2.0 

16.0 16.0 

0.0 4.0 6.0 
12.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1泊 2泊 3泊 4泊 5～9泊 10～14泊 15～19泊 20～29泊 30泊以上 無回答

就学前児童

n=50

2.2 

15.6 13.3 

0.0 

22.2 22.2 

0.0 2.2 
8.9 13.3 

0%

25%

50%

75%

100%

1泊 2泊 3泊 4泊 5～9泊 10～14泊 15～19泊 20～29泊 30泊以上 無回答

就学前児童

n=45

50.0 

25.0 25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1泊 2泊 3泊 4泊 5～9泊 10～14泊 15～19泊 20～29泊 30泊以上 無回答

就学前児童

n=4

問24.① 冠婚葬祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.②  保護者や家族の育児疲れ・不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.③  保護者や家族の病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.④  その他 
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45.6 

12.9 

27.2 

4.8 

49.7 

8.8 

0.0 

1.4 

10.2 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

保育園で園児と一緒に

小学校低学年を預かるサービス

放課後児童クラブ

（学童保育）

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

n=147

66.7 

15.6 

33.3 

25.9 

9.5 

0.0 

4.1 

11.6 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

n=147

５ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後に過ごさせたい場所 

①就学前児童 

○就学前児童保護者に小学校就学後の放課後の過ごし方の希望についてみると、低学年

のうちは「放課後児童クラブ（学童保育）」（49.7％）が最も高く、次いで「自宅」（45.6％）

となっています。高学年になると「自宅」（66.7％）が最も高く、次いで「習い事」

（33.3％）、「放課後児童クラブ（学童保育）」（25.9％）となっています。 

問25 放課後の過ごし方の希望（小学校低学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 放課後の過ごし方の希望（小学校高学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は４～６年生です。  
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7.5 4.5 7.5 7.5 

58.2 

3.0 
11.9 

0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=67

6.1 5.1 
13.3 

2.0 

65.3 

1.0 
6.1 

1.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=98

31.6 
21.1 

10.5 
5.3 

31.6 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=19

26.1 
17.4 17.4 

4.3 

26.1 

4.3 0.0 4.3 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=23

30.0 
40.0 

15.0 

2.5 5.0 2.5 0.0 
5.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=40

16.3 

46.9 

24.5 

4.1 2.0 2.0 0.0 4.1 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=49

○保護者が放課後を過ごさせたい場所別に１週当たりの希望日数をみると、「自宅」で

は、低学年時期、高学年時期いずれも「５日」（低学年時期58.2％、高学年時期65.3％）

が最も高くなっています。 

問25.1・問26.1 「自宅」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「祖父母宅や友人、知人宅」では、低学年時期、高学年時期いずれも「１日」「５日」

（低学年時期各31.6％、高学年時期各26.1％）が最も高くなっています。 

問25.2・問26.2 「祖父母宅や友人、知人宅」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「習い事」では、低学年時期低学年時期、高学年時期いずれも「２日」（低学年時期

40.0％、高学年時期46.9％）が最も高くなっています。 

問25.3・問26.3 「習い事」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年 小学校高学年 

小学校低学年 小学校高学年 

小学校低学年 小学校高学年 
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2.7 4.1 
9.6 6.8 

63.0 

5.5 
0.0 

8.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=73

0.0 

13.2 
21.1 

5.3 

36.8 

2.6 0.0 

21.1 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=38

38.5 

15.4 

0.0 

15.4 
7.7 

0.0 0.0 

23.1 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=13

35.7 

21.4 

0.0 
7.1 

14.3 

0.0 0.0 

21.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=14

28.6 

14.3 14.3 14.3 

28.6 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=7

○「保育園で園児と一緒に小学校低学年を預かるサービス」では、低学年時期「１日」

「５日」（各28.6％）が最も高くなっています。 

問25.4 「保育園で園児と一緒に小学校低学年を預かるサービス」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「放課後児童クラブ（学童保育）」では、低学年時期、高学年時期いずれも「５日」（低

学年時期63.0％、高学年時期36.8％）が最も高くなっています。 

問25.5・問26.4 「放課後児童クラブ（学童保育）」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「放課後子ども教室」では、低学年時期、高学年時期いずれも「１日」（低学年時期

38.5％、高学年時期35.7％）が最も高くなっています。 

問25.6・問26.5 「放課後子ども教室」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年 

小学校低学年 小学校高学年 

小学校低学年 小学校高学年 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

50.0 50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=2

16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 

0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=6

○「ファミリー・サポート・センター」は、希望者がいません。 

問25.7・問26.6 「ファミリー・サポート・センター」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「その他（公民館、公園など）」は、以下のとおりです。 

問25.8・問26.7 「その他（公民館・公園など）」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年 小学校高学年 

小学校低学年 小学校高学年 

該当者なし 該当者なし 
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72 

0.0 

1.4 

0.0 

9.6 

37.0 

43.8 

2.7 

5.5 

0% 25% 50% 75% 100%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

就学前児童

n=73

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

42.1 

36.8 

2.6 

13.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=38

○放課後児童クラブの下校時からの利用希望時間帯をみると、低学年時期では「18時台」

（43.8％）、高学年時期では「17時台」（42.1％）が最も高くなっています。 

問25.5・問26.4 「放課後児童クラブ」下校時からの利用希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年 小学校高学年 
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73.7 

11.7 

33.6 

20.9 

2.3 

0.8 

7.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ

（学童保育）

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・

センター

その他（公民館、公園など）

無回答

小学生

n=742

67.8 

11.3 

35.4 

20.1 

7.1 

1.2 

16.3 

7.0 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=742

②小学生 

○小学生が放課後に過ごしている場所についてみると、「自宅」（73.7％）が最も高く、

次いで「習い事」（33.6％）、「放課後児童クラブ（学童保育）」（20.9％）となっていま

す。 

○放課後に過ごさせたい場所についてみると、「自宅」（67.8％）が最も高く、次いで「習

い事」（35.4％）、「放課後児童クラブ（学童保育）」（20.1％）となっています。 

[問13・問14] 放課後の過ごし方の現状と希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

過ごしている場所 過ごさせたい場所 
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5.9 8.6 11.9 10.6 

48.8 

2.7 
8.6 

2.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=547

6.6 10.1 
18.1 

8.9 

41.6 

1.6 
6.8 6.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=503

18.4 
25.3 

12.6 
4.6 

33.3 

0.0 1.1 4.6 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=87

23.8 21.4 
11.9 

4.8 

28.6 

1.2 0.0 
8.3 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=84

37.8 
32.5 

16.9 
6.4 4.8 0.4 0.0 1.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=249

34.2 
40.3 

16.3 

3.0 2.7 0.0 0.0 3.4 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=263

○場所別に１週当たりの日数をみると、「自宅」では、過ごしている日数、過ごさせたい

日数いずれも「５日」（過ごしている日数48.8％、過ごさせたい日数41.6％）が最も高

くなっています。 

[問13.1・問14.1] 「自宅」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「祖父母宅や友人、知人宅」では、過ごしている日数、過ごさせたい日数いずれも「５

日」（過ごしている日数33.3％、過ごさせたい日数28.6％）が最も高くなっています。 

[問13.2・問14.2】 「祖父母宅や友人、知人宅」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「習い事」では、過ごしている日数は「１日」（37.8％）、過ごさせたい日数は「２日」

（40.3％）が最も高くなっています。 

[問13.3・問14.3] 「習い事」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

過ごしている日数 過ごさせたい日数 

 

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 

 

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 

 



第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

 

75 

1.9 
9.7 9.7 13.5 

48.4 

2.6 0.0 

14.2 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=155

2.0 
9.4 12.1 9.4 

47.0 

3.4 0.0 

16.8 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=149

76.5 

0.0 0.0 

11.8 
5.9 

0.0 0.0 
5.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=17

35.8 

24.5 

11.3 
1.9 

20.8 

0.0 0.0 
10.7 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=53

0.0 

16.7 16.7 

33.3 33.3 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=6

22.2 

0.0 
11.1 11.1 

44.4 

0.0 0.0 
11.1 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

小学生

n=9

○「放課後児童クラブ（学童保育）」では、過ごしている日数、過ごさせたい日数いずれ

も「５日」（過ごている日数48.4％、過ごさせたい日数47.0％）が最も高くなっていま

す。 

[問13.4・問14.4] 「放課後児童クラブ（学童保育）」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「放課後子ども教室」では、過ごしている日数、過ごさせたい日数いずれもは「１日」

（過ごしている日数76.5％、過ごさせたい日数35.8％）が最も高くなっています。 

[問13.5・問14.5] 「放課後子ども教室」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ファミリー・サポート・センター」では、過ごしている日数は「４日」「５日」（各

33.3％）、過ごさせたい日数は「５日」（44.4％）が最も高くなっています。 

[問13.6・問14.6] 「ファミリー・サポート・センター」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

  

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 

 

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 

 

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 
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0.6 

0.6 

0.0 

14.8 

46.5 

28.4 

0.6 

8.4 

0% 25% 50% 75% 100%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

小学生

n=155

0.0 

0.0 

0.7 

6.7 

40.3 

36.2 

5.4 

10.7 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=149

25.0 21.2 25.0 

13.5 13.5 

0.0 1.9 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=52

26.4 29.8 
19.0 

1.7 
12.4 

0.0 0.8 
9.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

就学前児童

n=121

○「その他（公民館、公園など）」では、過ごしている日数は「１日」「３日」（各25.0％）、

過ごさせたい日数は「２日」（29.8％）が最も高くなっています。 

[問13.7・問14.7] 「その他（公民館・公園など）」日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○放課後児童クラブの下校時からの利用時間帯をみると、過ごしている場所、過ごさせ

たい場所いずれも「17時台」（過ごしている場所46.5％、過ごさせたい場所40.3％）が

最も高くなっています。 

[問13.4・問14.4] 「放課後児童クラブ」下校時からの利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

過ごしている日数 

 

過ごさせたい日数 

 

過ごしている場所 

 

過ごさせたい場所 
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0.0 

0.0 

8.0 

50.0 

14.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

16.0 

6.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

9.4 

46.9 

12.5 

0.0 

1.6 

0.0 

1.6 

1.6 

12.5 

10.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=50

小学生

n=64

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

2.0 

8.0 

28.0 

46.0 

10.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

4.7 

6.3 

23.4 

42.2 

18.8 

0.0 

1.6 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=50

小学生

n=64

23.1 

8.5 

23.1 

25.4 

48.1 

56.1 

5.6 

10.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=108

小学生

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

（２）土曜日、日曜日、祝日・長期休暇中の放課後児童クラブの利用希望 

○放課後児童クラブの土曜日の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」(就学前

児童23.1％、小学生8.5％)、「高学年になっても利用したい」（就学前児童23.1％、小

学生25.4％）となっています。 

○希望開始時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「８時台」（就学前児童50.0％、

小学生46.9％）が最も高くなっています。 

○希望終了時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「18時台」（就学前児童46.0％、

小学生42.2％）が最も高くなっています。 

問27(1)[問15(1)] 放課後児童クラブの土曜日の利用希望（利用希望・利用者） 

 

 

 

 

 

 

 問27(1)[問15(1)] 希望開始時間 問27(1)[問15(1)] 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

8.0 

56.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

44.4 

25.0 

2.8 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

2.8 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=25

小学生

n=36

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.0 

28.0 

48.0 

12.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

11.1 

25.0 

38.9 

13.9 

0.0 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=25

小学生

n=36

14.8 

5.3 

8.3 

13.8 

70.4 

70.4 

6.5 

10.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=108

小学生

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの日曜日、祝日の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」

「高学年になっても利用したい」と回答した方は就学前児童23.1％、小学生では

19.1％となっています。 

○希望開始時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「８時台」（就学前児童56.0％、

小学生44.4％）が最も高くなっています。 

○希望終了時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「18時台」（就学前児童48.0％、

小学生38.9％）が最も高くなっています。 

問27(2)[問15(2)] 放課後児童クラブの日曜日、祝日の利用希望（利用希望・利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 問27(1)[問15(2)] 希望開始時間 問27(1)[問15(2)] 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

11.5 

67.7 

14.6 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

7.7 

69.2 

16.7 

0.0 

0.6 

0.0 

1.3 

0.0 

3.8 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=96

小学生

n=156

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

2.1 

8.3 

32.3 

43.8 

9.4 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.1 

8.3 

31.4 

41.7 

12.2 

0.0 

0.6 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=96

小学生

n=156

38.9 

24.3 

50.0 

58.2 

4.6 

9.5 

6.5 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=108

小学生

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの長期休暇期間中の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」

「高学年になっても利用したい」と回答した方は就学前児童88.9％、小学生では

82.5％となっています。 

○希望開始時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「８時台」（就学前児童67.7％、

小学生69.2％）が最も高くなっています。 

○希望終了時間をみると、就学前児童、小学生いずれも「18時台」（就学前児童43.8％、

小学生41.7％）が最も高くなっています。 

問28[問16] 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望（利用希望・利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 問28[問16] 希望開始時間 問28(1)[問16] 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



飯田市 

 

80 

28.8 

23.1 

23.8 

23.1 

45.0 

48.1 

2.5 

5.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=80

就学前児童（R5)

n=108

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

14.3 

8.5 

25.7 

25.4 

47.3 

56.1 

12.7 

10.1 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）

n=245

小学生（R5)

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの土曜日の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童、小学生

いずれも利用希望（「低学年の間は利用したい」+「高学年になっても利用したい」の

合計）は就学前児童で6.4ポイント、小学生で6.1ポイント減少しています。 

 

 

問27(1) 放課後児童クラブの土曜日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問15(1)] 放課後児童クラブの土曜日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 

小学生 
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81 

10.0 

14.8 

8.8 

8.3 

77.5 

70.4 

3.8 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=80

就学前児童（R5)

n=108

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

3.7 

5.3 

12.7 

13.8 

69.4 

70.4 

14.3 

10.6 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）

n=245

小学生（R5)

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの日曜日・祝日の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童、

小学生いずれも利用希望（「低学年の間は利用したい」+「高学年になっても利用した

い」の合計）は、就学前児童で4.3ポイント、小学生で2.7ポイント増加しています。 

 

 

問27(2) 放課後児童クラブの日曜日・祝日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問15(2)] 放課後児童クラブの日曜日・祝日の利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 

小学生 
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82 

31.6 

38.9 

22.6 

50.0 

20.3 

4.6 

25.4 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=177

就学前児童（R5)

n=108

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

10.2 

24.3 

18.9 

58.2 

20.7 

9.5 

50.2 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生（H30）

n=1,072

小学生（R5)

n=189

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの長期休暇期間中の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童、

小学生いずれも利用希望（「低学年の間は利用したい」+「高学年になっても利用したい」

の合計）は、就学前児童で34.7ポイント、小学生で53.4ポイント増加しています。 

 

 

問28 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問16] 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望（経年比較） 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 

小学生 
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20.1 

7.1 

70.2 

5.3 

0% 25% 50% 75% 100%

地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）

その他当該自治体で実施している類似の事業

利用していない

無回答

就学前児童

n=695

16.4 
10.0 12.1 

5.0 6.4 
0.0 

50.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上 無回答

就学前児童

n=140

21.4 
11.4 11.4 

4.3 3.6 1.4 3.6 1.4 0.0

41.4

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10～14回 15～19回 20～29回 30回以上 無回答

就学前児童

n=140

６ 地域の子育て支援事業の状況と今後の利用希望 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

○「地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）」の利用割合は20.1％となっています。 

○「地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）」利用者の１週当たりの利用回数をみる

と、｢１回｣（16.4％）が最も高くなっています。 

○「地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）」利用者の１か月当たりの利用回数をみ

ると、｢１回｣（21.4％）が最も高くなっています。 

問16 子育て支援センターの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16.1 地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）の利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問16-1 地域子育て支援拠点施設（つどいの広場）の利用回数（１か月当たり） 
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6.1 
0.0 

4.1 
0.0 2.0 0.0 

87.8 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上 無回答

就学前児童

n=49

73.5 

10.2 
4.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12.2

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10～14回 15～19回 20～29回 30回以上 無回答

就学前児童

n=49

○「類似の事業」利用者の１週当たりの利用回数をみると、｢１回｣（6.1％）が最も高

くなっています。 

○「類似の事業」利用者の１か月当たりの利用回数をみると、｢１回｣（73.5％）が最も

高くなっています。 

問16.2 類似の事業の利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問16-2 類似事業の利用回数（１か月当たり） 
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21.7 

11.9 

60.0 

6.3 

0% 25% 50% 75% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

就学前児童

n=695

30.5 

18.5 
9.3 5.3 4.0 2.6 1.3 0.7 0.0 

27.8 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10～14回 15～19回 20～29回 30回以上 無回答

就学前児童

n=151

29.1 

8.6 
4.0 0.0 1.3 0.0 

57.0 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上 無回答

就学前児童

n=151

（２）今後の利用意向 

○地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると、「新たに利用したり、利用日数

を増やしたいとは思わない」が60.0％となっています。 

○未利用者の今後１週当たりの利用希望回数をみると、「１回」（29.1％）が最も高くな

っています。また、今後１か月あたりの利用希望回数をみると、「１回」（30.5％）が

最も高くなっています。 

問17 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17.1 未利用者の今後の利用希望回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問17.1 未利用者の今後の利用希望回数（１か月当たり） 
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7.2 7.2 6.0 6.0 4.8 4.8 1.2 0.0 0.0 

62.7 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10～14回 15～19回 20～29回 30回以上 無回答

就学前児童

n=83

24.1 22.9 
12.0 8.4 4.8 

0.0 

27.7 

0%

25%

50%

75%

100%

1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上 無回答

就学前児童

n=83

○既利用者が今後増やしたい１週当たりの利用希望回数をみると、「１回」（24.1％）が

最も高くなっています。また、増やしたい１か月あたりの利用希望回数をみると、「１

回「２回」（各7.2％）が最も高くなっています。 

問17.2 既利用者の今後増やしたい利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問17.2 既利用者の今後増やしたい利用回数（１か月当たり） 
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71.1 

76.7 

83.6 

71.2 

61.7 

79.6 

82.6 

85.8 

73.4 

82.9 

72.5

82.3

88.2 

61.9 

61.6 

58.4 

0% 25% 50% 75% 100%

パパママ教室

両親学級（市立病院）

授乳・育児相談（助成券）

産後ケア（宿泊型）の助成

家事育児支援（助成券）

乳幼児学級

離乳食講座

保健師による相談

保育所や認定こども園

の園開放

ゆいきっず広場

飯田市こども家庭課

（ゆいきっず）

つどいの広場

子育て家庭優待

パスポート事業

みんなで子育て

ナビ・パパナビ

飯田市子育てネット

いいだ子育て応援

アプリ「母子モ」

就学前児童 n=695

24.0 

27.2 

38.3 

28.2 

30.1 

43.7 

30.2 

45.3 

45.2 

49.4 

39.3 

48.9 

76.4 

40.6 

45.2 

42.3 

0% 25% 50% 75% 100%

41.6 

51.4 

42.0 

7.8 

5.9 

59.9 

41.0 

53.4 

34.8 

47.1 

22.6

56.8

76.0

36.7

33.2

39.0

0% 25% 50% 75% 100%

（３）子育て支援事業の認知度、利用状況と今後の利用意向について 

○子育て支援事業の認知度をみると、「子育て家庭優待パスポート事業」（88.2％）が最

も高く、次いで「保健師による相談」（85.8％）、「授乳・育児相談（助成券）」（83.6％）

となっています。 

○子育て支援事業の利用状況をみると、「子育て家庭優待パスポート事業」（76.0％）が

最も高く、次いで「乳幼児学級」（59.9％）となっています。 

○子育て支援事業の利用意向をみると、「子育て家庭優待パスポート事業」（76.4％）が

最も高くなっています。 

問18 子育て支援事業の認知度、利用状況、今後の利用意向 

 Ａ.子育て支援事業の認知度 Ｂ.利用したことがある Ｃ.今後利用したい 
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91 

35.1 

49.9 

39.9 

32.1 

1.6 

1.0 

18.7 

14.4 

4.7 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=1,004

就学前児童

（R5)

n=695

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答

第４章 育児休業制度の利用状況 

１ 育児と仕事の両立支援制度について 

（１）両立支援制度の認知状況 

○国の両立支援制度（職場における育児休業給付と保険料免除）の認知度をみると、「育

児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」（49.9％）が最も高く、次いで「育児

休業給付のみ知っていた」（32.1％）となっています。一方で「育児休業給付、保険料

免除のいずれも知らなかった」と回答した方が14.4％となっています。 

○前回調査と比較すると、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」の割合が

14.8ポイント増加し、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」が4.3ポ

イント減少しています。 

問29 国の両立支援制度の認知状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



飯田市 

 

92 

40.5 

27.6 

40.6 

58.8 

15.8 

11.5 

3.0 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=1,004

就学前児童

（R5)

n=695

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

0.6 

4.5 

1.8 

14.4 

87.0 

74.5 

10.7 

6.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）

n=1,004

就学前児童

（R5)

n=695

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

（２）育児休業制度の利用状況 

○育児休業制度の利用状況をみると、就学前児童では、「取得した（取得中である）」母

親では58.8％、父親では14.4％となっています。前回調査と比較すると、「取得した（取

得中である）」母親は18.2ポイント、父親は12.6ポイント増加しています。 

問30 育児休業制度の利用状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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27.9 

35.5 

***

4.9 

4.9 

26.7 

3.0 

27.3 

28.6 

0.0 

7.4 

0.3 

2.9 

***

7.0 

10.9 

42.3 

43.8 

*** 

6.2 

5.2 

34.7 

3.3 

33.4 

14.3 

0.2 

9.1 

1.2 

3.1 

*** 

9.3 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

（H30）n=873

就学前児童

（R5)n=518

13.8 

7.5 

4.4 

9.4 

0.6 

6.3 

3.8 

0.0 

3.8 

40.3 

15.1 

5.0 

3.1 

3.1 

23.3 

3.1 

5.0 

12.5 

3.8 

6.3 

0.0 

10.0 

5.0 

0.0 

3.8 

26.3 

21.3 

7.5 

3.8 

2.5 

27.5 

5.0 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く

復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給、昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることが

できた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみて

もらえるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

就学前児童

（H30）n=159

就学前児童

（R5)n=80

○育児休業を取得していない理由をみると、母親では、「子育てや家事に専念するため退

職した」（26.3％）が最も高くなっています。父親では、「仕事が忙しかった」（43.8％）

が最も高くなっています。また、「その他」の理由としては、母親・父親ともに「自営

業のため」「フリーランスのため」と回答しています。前回調査と比較すると、母親で

は「子育てや家事に専念するため退職した」は14.0ポイント、「職場に育児休業を取り

にくい雰囲気があった」が8.8ポイント減少、父親では「配偶者が無職、祖父母等の親

族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が14.3ポイント減少し、「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が14.4ポイント増加しています。 

問30-1 育児休業を取得していない理由（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 
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59.4 

91.0 

35.2 

8.0 

4.9 

0.0 

0.5 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=409

就学前児童

(父親)n=100

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も

育児休業中である

育児休業中に

離職した

無回答

45.3 

6.6 

54.3 

91.2 

0.4 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=243

就学前児童

(父親)n=91

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

（３）職場復帰の状況 

○育児休業取得後の対処をみると、母親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」（59.4％）

が最も高く、次いで「現在も育児休業中である」（35.2％）なっています。父親では、

「育児休業取得後、職場に復帰した」（91.0％）が最も高くなっています。 

○育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親、父親といずれも「それ以外だ

った」（母親54.3％、父親91.2％）となっています。 

問30-2 育児休業取得後の職場への対処 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問30-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 
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2.9 1.2 

14.8 
4.9 

23.9 

50.2 

2.1 

30.8 

8.8 

27.5 

1.1 2.2 

20.9 

8.8 

0%

25%

50%

75%

100%

6か月未満 1歳未満 1歳～

1歳半未満

1歳半～

2歳未満

2歳～

3歳未満

3歳以上 無回答

就学前児童(母親)

n=243

就学前児童(父親)

n=91

3.3 

18.9 

56.0 

13.6 
6.2 

1.2 0.8 2.5 1.6 

32.1 

5.3 

23.0 
30.0 

5.3 

0%

25%

50%

75%

100%

6か月未満 1歳未満 1歳～

1歳半未満

1歳半～

2歳未満

2歳～

3歳未満

3歳以上 無回答

実際の月齢

n=243

希望の月齢

n=243

82.4 

2.2 6.6 2.2 1.1 1.1 4.4 

56.0 

9.9 
17.6 

0.0 3.3 5.5 7.7 

0%

25%

50%

75%

100%

6か月未満 1歳未満 1歳～

1歳半未満

1歳半～

2歳未満

2歳～

3歳未満

3歳以上 無回答

実際の月齢

n=91

希望の月齢

n=91

○母親が育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望の月齢をみると、いず

れも「１歳～１歳半未満」（実際の月齢56.0％、希望の月齢32.1％）が最も高くなって

います。また、希望する期間のうち、「３歳以上」を希望した母親は30.0％となってい

ます。 

○父親では、実際の月齢、希望の月齢ともに「６か月未満」（実際の月齢82.4％、希望の

月齢56.0％）が最も高くなっています。 

○３歳までの育児休業制度があった場合に取得を希望する子どもの月齢をみると、母親で

は「３歳以上」（50.2％）、父親では「６か月未満」（30.8％）が最も高くなっています。 

問30-4 育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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32.9 

6.1 

39.6 

20.1 

23.8 

14.6 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で

早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

n=164

0.0 

6.8 

45.5 

13.6 

22.7 

22.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=44

19.2 

7.7 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

73.1 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所（園）に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

無回答

就学前児童

n=26

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

0.0 

85.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=7

○育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由をみると、母親、父親いずれ

も「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（母親39.6％、父親45.5％）が最も高

くなっています。 

○「希望の時期」より遅く職場復帰した理由をみると、母親では、「希望する保育所（園）

に入れなかったため」（19.2％）が最も高くなっています。 

問30-6(1) 育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-6(2) 育児休業から「希望の時期」より遅く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 
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20.2 

67.0

18.1 

22.0

58.4 

4.4

3.3

6.6

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=234

就学前児童

(父親)n=91

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

利用した

無回答

（４）短時間勤務制度の利用状況 

○職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、「（短時間勤務制度を）利用

した」では母親が58.4％となっていますが、父親は4.4％に留まっています。 

○職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由をみると、母親、父親いずれも「短

時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」（母親52.3％、父親70.0％）

が最も高く、次いで母親では「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」

（45.5％）、父親では「仕事が忙しかった」（55.0％）となっています。 

問30-7 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-8 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.5 

43.2 

52.3 

2.3 

0.0 

2.3 

2.3 

15.9 

4.5 

11.4 

2.3 

45.0

55.0

70.0

0.0

15.0

5.0

0.0

25.0

0.0

5.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育園の入園申請の

優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった

その他

無回答

就学前児童

(母親)n=44

就学前児童

(父親)n=20
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91.0 

50.0 

4.9 

50.0 

4.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=144

就学前児童

(父親)n=8

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

（５）育児休業取得期間の希望 

○１歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望をみると、母親では

「１歳になるまで育児休業を取得したい」が91.0％となっています。 

問30-9 １歳になったときに預け先が保障される場合の育児休業取得の希望 
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第５章 子育て支援の充実 

１ 子育てについて 

（１）子育て中の働き方について 

○子育て中の働き方として希望するスタイルについてみると、就学前児童、小学生いず

れも「パート・アルバイト・短時間勤務」（就学前児童51.1％、小学生43.0％）が最も

高くなっています。 

問31[問17] 子育て中の働き方として希望するスタイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.7 

51.1 

4.2 

6.0 

0.6 

7.1 

1.0 

3.9 

3.5 

35.2

43.0

5.5

3.9

0.5

4.4

1.3

4.4

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

フルタイム勤務

パート・アルバイト・短時間勤務

自営またはこれから起業する

リモートワーク、テレワーカー

資格取得や学び直して復職を目指す

育児に専念する

配偶者（パートナー）に育児をまかせて働く

特に考えていない、わからない

無回答

就学前児童

n=695

小学生

n=742
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2.9 

0.9 

9.4 

11.5 

1.2 

3.4 

59.9 

45.3 

25.0 

38.5 

1.7 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

知っていて、利用したことがある 知っているが、利用したことがない

知っているが、利用したいと思わない 知らなかったが、今後利用したいと思う

知らなかったし、利用したいと思わない 無回答

（２）子育てのことについて 

○児童手当や認定こども園等入所に関する手続きがマイナンバーカードを使用してオン

ライン手続きできることを知っているかについてみると、就学前児童、小学生いずれ

も「知らなかったが、今後利用したいと思う」（就学前児童59.9％、小学生45.3％）が

最も高くなっています。 

○市の子育てに関する情報の入手方法をみると、就学前児童では「認定こども園・保育

園」（48.8％）、小学生では「学校」（64.5％）が最も高くなっています。 

問32[問18] マイナンバーカードを使用したオンライン手続きを知っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33[問19] 市の子育てに関する情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5 

29.1 

12.4 

2.4 

48.8 

11.5 

2.9 

8.6 

8.3 

2.7 

10.2 

3.3 

1.9 

4.9 

10.9 

1.9 

7.3 

1.2 

1.2 

0.7 

1.9 

64.6 

6.2 

4.3 

0.5 

9.4 

19.4 

1.6 

4.4 

6.1 

17.9 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

市役所の窓口

乳幼児健診

つどいの広場

ゆいきっず

認定こども園・保育園

学校

かかりつけ医や病院

飯田市子育てネット

いいだ子育て応援アプリ

新聞

タウン誌

みんなで子育てナビ（冊子）

飯田市公式ＬＩＮＥ

その他

わからない

無回答

就学前児童

n=695

小学生

n=742
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○子育てにおいて、大切にしていることをみると、就学前児童、小学生いずれも「あい

さつやお礼をきちんと言えること」（就学前児童65.8％、小学生67.3％）が最も高くな

っています。 

○子どもと一緒に過ごす中で心掛けていることをみると、就学前児童、小学生いずれも

「子どもとの会話」（就学前児童83.9％、小学生79.0％）が最も高くなっています。 

問34[問20] 子育てにおいて、大切にしていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35[問21] 子どもと一緒に過ごす中で心掛けていること 

 

 

  

37.8 

65.8 

25.9 

27.2 

14.4 

9.5 

50.8 

7.1 

2.4 

51.5 

1.0 

2.2 

2.0 

41.2 

67.3 

39.5 

31.9 

12.4 

10.6 

31.7 

13.2 

5.0 

46.5 

2.6 

0.9 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

規則正しい生活態度を身につけること

あいさつやお礼をきちんと言えること

他人に迷惑をかけないようにすること

善悪の判断をつけること

栄養に気をつけた食事をとること

ものを大切にすること

のびのびと育て、自主性や

意欲・個性を伸ばすこと

その子にあった学習をさせること

勉強以外のスポーツや芸術の面で

才能を伸ばすこと

家族や他人を思いやり、やさしくすること

高い学習能力を身につけること

その他

無回答

就学前児童

n=695

小学生

n=742

68.1 

83.9 

41.4 

24.0 

10.1 

28.8 

25.9 

2.6 

3.0 

68.2 

79.0 

57.4 

29.4 

22.9 

47.0 

34.5 

2.8 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

規則正しい生活

子どもとの会話

ルール決め（ゲームやスマホ、

ＴＶ等の時間など）

親子で一緒にできるスポーツや趣味

勉強しやすい学習環境

家庭での手伝い

危険な場所に近寄らせない

その他

無回答

就学前児童

n=695

小学生

n=742
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76.1 

72.2 

20.9 

25.5 

3.0 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

ある ない 無回答

2.0 

10.4 

9.5 

15.0 

21.0 

9.2 

23.7 

23.5 

7.9 

57.0 

42.7 

71.1 

2.3 

2.4 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

こどものしつけのためには

叩くことも必要だ

こどもの目前で夫婦喧嘩を

することがある

こどもだけで留守番

させることがある

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらかというとあてはまらない あてはまらない

無回答

5.0 

15.9 

22.8 

23.0 

28.7 

24.9 

42.7 

34.0 

0.8 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

こどものしつけのためには

叩くことも必要だ

こどもの目前で夫婦喧嘩を

することがある

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらかというとあてはまらない あてはまらない

無回答

（３）子育てに関する悩みや不安 

○子育てに関して不安感や負担感を感じることの有無をみると、「ある」と回答した方が

就学前児童では76.1％、小学生では72.2％となっています。 

○これまでの子育ての中であったり思ったりしたことはあるかについてみると「こどもの

しつけのためには叩くことも必要だ」では、「あてはまる」（あてはまる+どちらかとい

うとあてはまるの合計）」が就学前児童では17.7％、小学生では27.8％となっています。 

〇「こどもの目前で夫婦喧嘩をすることがある」では「あてはまる」（あてはまる+どち

らかというとあてはまるの合計）」が就学前児童では31.4％、小学生では38.9％となっ

ています。 

〇「こどもだけで留守番させることがある」では「あてはまる」（あてはまる+どちらかと

いうとあてはまるの合計）」が就学前児童では18.7％となっています。 

問36[問22] 子育てに関して不安感や負担感を感じることの有無 

 

 

 

 

 

 

問38[問24] これまでの子育ての中であったり思ったりしたことはあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 n=695 

小学生童 n=742 
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○日頃悩んでいること、気になることをみると、就学前児童では「病気や発育・発達に

関すること」（42.7％）、小学生では「子どもとの時間を十分にとれない」（34.6％）が

最も高くなっています。 

問37[問23] 日頃悩んでいること、気になること 

 

 

 

  

42.7 

41.2 

10.4 

20.7 

30.2 

6.3 

35.4 

24.6 

15.0 

5.8 

8.1 

7.9 

6.5 

8.2 

27.1 

33.5 

14.2 

6.9 

4.7 

6.5 

4.3 

29.5 

22.5 

3.8 

12.3 

34.6 

3.6 

21.3 

32.7 

28.0 

10.2 

8.8 

5.7 

6.1 

8.2 

29.5 

29.0 

7.7 

3.8 

6.5 

10.4 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからない

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもとの時間を十分にとれない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

登園拒否・不登園などに関すること

子育てに関して家族の協力が少ない

家族と子育てに関して意見が合わない

自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場などの周りの見る目が気になる

家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいない

子育てにかかる費用が家計の負担となっている

子どもを叱りすぎているような気がする

子育てのストレスがたまってしまい、

育児に支障がでることがある

地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申込み方法がよくわからない

その他

特にない

無回答

就学前児童

n=695

小学生

n=742
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15.7 

30.9 

39.3 

47.3 

20.6 

14.7 

22.0 

6.7 

2.4 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

よく参加している 時々参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答

63.5 

88.9 

7.1 

8.5 

0.9 

1.6 

0.7 

0.7 

24.6 3.3 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

よく参加している 時々参加している あまり参加していない

まったく参加していない 通園していない 無回答

56.4 

44.3 

30.9 

36.4 

7.5 

12.8 

1.3 

1.2 

1.6 

4.6 

2.3 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

よく話す 時々話す あまり話さない まったく話さない 他に大人はいない 無回答

（４）子育て家庭の暮らし向きについて 

○地域の行事等に参加しているかについてみると、就学前児童、小学生いずれも「時々

参加している」（就学前児童39.3％・小学生47.3％）が最も高くなっています。 

○子どもが通う園・学校の行事に参加しているかについてみると、就学前児童、小学生いず

れも「よく参加している」（就学前児童63.5％・小学生88.9％）が最も高くなっています。 

○同居している家族との間で、子育てや子どもの教育についてよく話をするかについて

みると、就学前児童、小学生いずれも「よく話す」（就学前児童56.4％・小学生44.3％）

が最も高くなっています。 

問39①[問25①] 地域の行事等に参加しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39②[問25②] 子どもが通う園・通う学校の行事に参加しているか 

 

 

 

 

 

 

 

※「通園していない」の選択肢は就学前児童のみ 

問39③[問25③] 家族で、子育てや子どもの教育についてよく話をするか 
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28.5 

26.1 

34.1 

36.1 

25.6 

27.9 

5.9 

5.9 

3.6 

3.5 

2.3 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない 無回答

13.1 

21.4 

37.8 

32.6 

40.0 

38.1 

4.3 

6.1 

2.2 

1.3 

2.6 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

1.4 

3.6 

95.3 

94.7 

0.9 

1.2 

2.4 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

あった なかった わからない 無回答

○生活上の困難（失業や低所得、病気、要介護の状態など）を解決するために、地域の

人々はお互いに協力することが望ましいかについてみると、就学前児童、小学生いず

れも「ややそう思う」（就学前児童34.1％・小学生36.1％）が最も高くなっています。 

○現在の暮らしの状況についてみると、就学前児童、小学生いずれも「普通」（就学前児

童40.0％・小学生38.1％）が最も高くなっています。 

○お子さんが生まれてから現在までの間に、経済的な理由による料金滞納のために、電

気、ガス、水道のいずれかを止められたことの有無についてみると、就学前児童、小学

生ともに「なかった」（就学前児童95.3％、小学生94.7％）が最も高くなっています。一

方、「あった」は就学前児童で1.4％、小学生で3.6％となっています。 

問39④[問25④] 生活上の困難を解決するために、地域の人々と協力することが望ましいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

問40[問26] 現在の暮らしの状況 

 

 

 

 

 

 

 

問41[問27] 経済的理由の料金滞納で電気・ガス・水道を止められたことの有無 
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59.7 

60.5 

5.5 

3.8 

32.5 

35.3 

2.3 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

参加させたい 参加させたくない わからない 無回答

45.0 

27.9 

20.4 

29.5 

2.7 

6.5 

29.5 

35.8 

2.3 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=695

小学生

n=742

親子で参加したい 子どもだけで参加させたい 参加させたくない わからない 無回答

○ボランティア等による無料の学習塾に参加させたいかをみると、就学前児童、小学生と

もに「参加させたい」（就学前児童59.7％、小学生60.5％）が最も高くなっています。 

○地域に「子ども食堂」があったら、参加させたいかをみると、就学前児童では「親子で

参加したい」（45.0％）、小学生では「わからない」（35.8％）が最も高くなっています。 

問42[問28] ボランティア等による無料の学習塾に参加させたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

問43[問29] 地域に「子ども食堂」があったら、参加させたい 
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低い

18.3%

やや低い

27.9%

ふつう

41.2%

やや高い

10.2%

高い

2.0%

無回答

0.4%

就学前児童

n=695

低い

19.3%

やや低い

28.2%

ふつう

42.7%

やや高い

7.5%

高い

1.9%

無回答

0.4%

小学生

n=742

（５）子育て環境や支援の満足度 

○「子育ての環境や支援に対する満足度」が高いと感じる保護者（「高い」＋「やや高い」）

をみると、就学前児童（12.2％）、小学生（9.4％）となっており、ふつうと感じる保

護者は就学前児童では41.2％、小学生では42.7％となっています。一方、低いと感じ

る保護者（「低い」＋「やや低い」）をみると、就学前児童（46.2％）、小学生（47.5％）

となっています。 

問44[問30] 子育ての環境や支援に対する満足度 
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資 料 編 

１ 就学前児童保護者の調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



飯田市 

 

114 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 料 編 

 

115 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 料 編 

 

121 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



飯田市 

 

122 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 料 編 

 

123 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田市 子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果報告書 
 

発 行 日  令和６年３月 

発 行 元  飯田市 健康福祉部 子育て支援課 

〒395-0044 

長野県飯田市本町１丁目 15  飯田市役所りんご庁舎 

TEL 0265-22-4511（代表） FAX 0265-53-8867 

https://www.city.iida.lg.jp/ 

 

 


	0817 色なし 【７稿】  1 報告書 飯田市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」表紙～第２章（～Ｐ34）.pdf
	0817 色なし 【５稿】 ２ 報告書 飯田市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」第３章（ｐ35～ｐ88）
	0817 色なし  【３稿】 ３ 報告書 飯田市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」第４章　第５章（ｐ89～ｐ110）
	0817 色なし  【初稿】 ４ 報告書 飯田市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」資料編（ｐ111～）

